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政
府
金
融
機
関
で
あ
る
国
民
金
融

公
庫
で
は
、
高
校
、
大
学
等
へ
進
学

さ
れ
る
方
の
父
兄
等
を
対
象
に
し
た

「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
申
し
込
み

を
受
付
中
で
す
。

　
取
扱
い
は
四
月
末
ま
で
で
す
が
、

合
格
発
表
か
ら
入
学
金
の
納
付
ま
で

日
数
に
余
裕
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
志
望
校
が
決
ま
っ
た
ら
、

お
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
入
学
金
、
授
業
料
、
下
宿
の
敷
金

な
ど
進
学
に
必
要
な
資
金
と
し
て
幅

広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
融
資
額

　
一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円
以
内
。

▽
貸
付
期
間

　
高
校
三
年
以
内
、
大
学
四
年
以
内
。

▽
貸
付
利
率

　
年
八
・
二
％
。

▽
保
証
人

　
一
名
以
上
。

▽
返
済
方
法

　
毎
月
元
利
均
等
返
済
、
ボ
ー
ナ
ス

　
月
増
額
返
済
併
用
。

▽
取
り
扱
い
期
間

　
四
月
末
日
ま
で
。

▽
窓
ロ
・
お
問
い
合
せ

鰯
上
越
市
大
町
三
－
二
－
一

〒
　
国
民
金
融
公
庫
　
高
田
支
店

　
倉
〇
二
五
五
－
二
四
－
二
三
四
〇

山

6
年
生
全
員
で

5
月
東
京
へ

　
昨
年
八
月
葛
飾
区
の
子
供
達
が
松

之
山
町
を
訪
れ
て
葛
飾
区
と
松
之
山

町
の
子
ど
も
交
歓
会
が
行
わ
れ
た
が
、

今
年
は
松
之
山
の
子
供
達
が
五
月
に

葛
飾
区
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
年
は
ぜ
ひ
東
京
へ
と
い
う
葛
飾

区
の
招
き
で
小
学
校
六
年
生
の
全
員

力
参
加
し
て
新
幹
線
で
上
京
。
東
京

見
物
の
あ
と
葛
飾
区
を
訪
れ
、
日
光

に
あ
る
区
の
林
間
学
校
施
設
に
一
泊

す
る
予
定
。

　
こ
れ
ま
で
六
年
生
の
修
学
旅
行
は

子ども交歓会

新
潟
方
面
の
一
泊
二
日
の
コ
ー
ス
で

実
施
し
て
い
た
が
、
高
速
道
路
の
開

通
に
よ
り
新
潟
市
も
日
帰
り
が
出
来

る
た
め
、
四
年
生
の
社
会
科
教
育
で

こ
れ
を
行
い
、
葛
飾
区
か
ら
の
招
き

を
機
会
に
今
年
か
ら
交
歓
会
を
兼
ね

た
東
京
・
日
光
の
修
学
旅
行
と
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
宿
泊
は
葛
飾
区
の
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
カ
ら
　
昨
年
ま
で
の
修
学
旅

行
の
経
費
よ
り
五
千
円
増
の
二
万
円

位
で
あ
が
る
見
込
み
で
あ
る
。

国
の
天
然
記
念
物
『
大
ケ
ヤ
キ
』

　
　
　
　
　
　
　
枝
と
幹
の
　
部
折
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
ヵ
、
，
　
辮
パ

・
認
霧

磁
総
籔

　
湯
山
の
大
棒
が
一
月
二
十
六
日
午

後
三
時
過
ぎ
、
雪
の
重
み
で
枝
と
幹

の
一
部
が
折
れ
た
。

　
こ
の
大
樫
は
樹
齢
二
千
年
と
い
わ

れ
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
全
国
屈

指
の
大
棒
（
周
囲
十
五
メ
ー
ト
ル
）

で
、
毎
年
多
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
折
れ
た
枝
は
根
元
部
分
か
ら

二
本
に
分
か
れ
て
い
た
う
ち
の
一
本

で
、
直
径
二
・
五
メ
ー
ト
ル
周
囲
約

七
～
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
折
れ
口

か
ら
は
大
き
な
空
洞
が
見
え
、
無
残

な
姿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
町
で
は
早
速
文
化
庁
に
報
告
す
る

と
共
に
、
木
の
専
門
家
か
ら
見
て
も

ら
い
、
文
化
庁
と
所
有
者
の
湯
山
部

落
と
今
後
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。

、9843
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磐
　　　　　　　　嚇
　　　　響
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警繊・
難

役場前

3
月
1
日
に
は
積
雪

　
　
　
　
　
5
競
5
9
知
．
を
記
録

　
今
年
の
雪
は
二
月
に
入
っ
て
も
降

り
続
い
た
た
め
五
六
豪
雪
を
上
回
り

松
里
小
学
校
の
記
録
で
は
こ
れ
ま
で

一
番
の
大
雪
と
さ
れ
て
い
た
昭
和
二

十
年
の
最
深
積
雪
（
三
月
十
八
日
）

と
同
じ
五
八
五
セ
ン
チ
を
二
月
十
九

日
に
記
録
、
三
十
九
年
ぶ
り
の
大
雪

と
な
っ
た
。

　
今
冬
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
戦
後

一
番
の
大
塞
波
と
い
わ
れ
た
五
十
二

年
を
上
回
る
寒
さ
と
な
っ
て
い
る
。

十
一
月
二
十
七
日
の
根
雪
の
日
か
ら

二
月
末
ま
で
の
九
十
五
日
間
の
役
場

建
設
課
の
観
測
に
よ
る
と
真
冬
日
（
日

中
の
気
温
が
0
度
以
下
）
が
十
七
日

で
。
マ
イ
ナ
ス
五
度
以
下
の
極
寒
日

最深積雪比較松里，」鯛べ

が
五
十
五
日
、
降
雪
の
あ
っ
た
日
が

七
十
五
日
も
あ
る
。
ま
た
最
深
積
雪

は
役
場
前
で
三
月
一
日
五
五
九
セ
ン

チ
を
記
録
し
て
五
六
豪
雪
の
最
深
積

雪
、
一
月
三
十
日
四
六
〇
セ
ン
チ
よ

り
約
一
メ
ー
ト
ル
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
町
か
ら
は
約
四
百
五
十
人
が
出
稼

ぎ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
雪
の
た

め
約
二
十
人
の
人
が
屋
根
の
雪
お
ろ

し
の
た
め
一
時
帰
省
し
た
。

　
降
雪
量
は
二
月
末
ま
で
で
二
三
メ

ー
ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
で
五
六
豪
雪
（
二

五
・
四
ニ
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
ま
だ
少

な
い
。
温
度
が
低
い
た
め
雪
が
し
ま

ら
な
く
、
積
雪
が
多
く
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二
月
末
ま
で
に
町
が
出
し
た
除
雪

関
係
の
経
費
は
道
路
の
除
雪
お
よ
び

圧
雪
に
六
千
五
百
万
円
、
公
共
建
物

除
雪
に
八
百
万
円
、
そ
の
他
保
安
要

員
の
経
費
な
ど
、
七
百
五
十
万
円
、

計
八
千
百
万
円
か
か
り
こ
れ
か
ら
も

約
八
百
万
円
必
要
と
見
ら
れ
て
い
る
。

（
こ
れ
に
は
国
、
県
道
の
除
雪
経
費

は
含
ま
れ
て
い
な
い
）

　
一
月
二
十
七
日
に
県
の
災
害
救
助

条
例
が
適
用
さ
れ
二
月
七
日
に
国
の

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
二
月
十

七
日
に
十
日
延
長
さ
れ
、
二
月
二
十

七
日
に
は
更
に
十
日
間
再
延
長
さ
れ

た
。

積雪量変化
（松里小）
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国
の
災
害
救
助
法
で
54
世
帯
に
除
雪
の
援
助

　
県
の
災
害
救
助
条
例
で
四
十
一
世

帯
が
該
当
し
て
約
六
十
万
円
の
救
助

費
が
、
国
の
災
害
救
助
法
で
は
二
十

六
日
現
在
五
十
四
世
帯
が
該
当
に
な

り
約
二
百
万
円
の
除
雪
費
用
の
援
助

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
三
月
七
日
ま
で
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
救
助
費
が
増

え
る
見
込
み
で
す
。

　
町
は
区
長
、
民
生
委
員
さ
ん
の
意

見
な
ど
を
聞
い
て
救
助
を
必
要
と
す

る
世
帯
を
調
査
し
て
災
害
救
助
法
の

世
帯
を
決
め
て
い
る
。
家
屋
の
除
排

雪
の
対
象
世
帯
は
生
保
、
老
人
、
母

子
、
身
障
者
世
帯
で
町
民
税
の
均
等

割
以
下
で
自
力
で
除
雪
出
来
な
い
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。

　
救
助
適
用
基
準
の
め
や
す
は
県
災

害
救
助
条
例
で
は
町
の
平
均
積
雪
三

二
五
セ
ン
チ
の
一
二
倍
。
国
の
災
害

救
助
法
で
は
一
・
三
倍
以
上
の
積
雪

と
な
っ
て
い
る
。

　
五
六
豪
雪
で
は
県
条
例
で
三
六
世

帯
約
六
六
万
円
、
国
の
災
害
救
助
法

で
一
三
九
世
帯
約
二
百
五
十
七
万
円

の
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

罫
鶏

　講
蕪、無

6m近い雪の中、電話線をパトロール（2月13日・田麦立で

　　雪の記録

2月　松里小調べ

　　　積雪（降雪）

　1日　　415　（10）

2日　　395　（0）

3日　　395（10）

4日　　445　（57）

5日　　470　（57）

6日　　485　（37）

7日　　500　（57）

8日　　502　（36）

9日　　548　（68）

10日　　542　（30）

11日　　550（35）

12日　　520（0）

13日　　513　（5）

14日　　513　（18）

15日　　542　（46）

16日　　548　（31）

17日　　565　（40）

18日　　575　（35）

19日　　　585　（31）

20日　　575　（15）

21日　　575（8）

22日　　555　（0）

23日　　525（0〉

24日　　495（3）

25日　　486　（3〉

26日　　477　（0）

27日　　469　（15）

28日　　495　（32）

29日　　545　（50）

覧縫

　尉
、轡娘「

縦
講
、
？

ρ
馬
　
ず

雪との戦いが続く

13回も屋根の雪おろし、のき下の雪かたずけをする

主婦（2月13日田麦立で）
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年
の
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は
二
月
に
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も
降

り
続
い
た
た
め
五
六
豪
雪
を
上
回
り

松
里
小
学
校
の
記
録
で
は
こ
れ
ま
で

一
番
の
大
雪
と
さ
れ
て
い
た
昭
和
二

十
年
の
最
深
積
雪
（
三
月
十
八
日
）

と
同
じ
五
八
五
セ
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を
二
月
十
九

日
に
記
録
、
三
十
九
年
ぶ
り
の
大
雪

と
な
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た
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今
冬
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
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後

一
番
の
大
塞
波
と
い
わ
れ
た
五
十
二

年
を
上
回
る
寒
さ
と
な
っ
て
い
る
。

十
一
月
二
十
七
日
の
根
雪
の
日
か
ら

二
月
末
ま
で
の
九
十
五
日
間
の
役
場

建
設
課
の
観
測
に
よ
る
と
真
冬
日
（
日

中
の
気
温
が
0
度
以
下
）
が
十
七
日

で
。
マ
イ
ナ
ス
五
度
以
下
の
極
寒
日

最深積雪比較松里，」鯛べ

が
五
十
五
日
、
降
雪
の
あ
っ
た
日
が

七
十
五
日
も
あ
る
。
ま
た
最
深
積
雪

は
役
場
前
で
三
月
一
日
五
五
九
セ
ン

チ
を
記
録
し
て
五
六
豪
雪
の
最
深
積

雪
、
一
月
三
十
日
四
六
〇
セ
ン
チ
よ

り
約
一
メ
ー
ト
ル
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
町
か
ら
は
約
四
百
五
十
人
が
出
稼

ぎ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
雪
の
た

め
約
二
十
人
の
人
が
屋
根
の
雪
お
ろ

し
の
た
め
一
時
帰
省
し
た
。

　
降
雪
量
は
二
月
末
ま
で
で
二
三
メ

ー
ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
で
五
六
豪
雪
（
二

五
・
四
ニ
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
ま
だ
少

な
い
。
温
度
が
低
い
た
め
雪
が
し
ま

ら
な
く
、
積
雪
が
多
く
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
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れ
る
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月
末
ま
で
に
町
が
出
し
た
除
雪

関
係
の
経
費
は
道
路
の
除
雪
お
よ
び

圧
雪
に
六
千
五
百
万
円
、
公
共
建
物

除
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に
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万
円
、
そ
の
他
保
安
要
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の
経
費
な
ど
、
七
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五
十
万
円
、

計
八
千
百
万
円
か
か
り
こ
れ
か
ら
も

約
八
百
万
円
必
要
と
見
ら
れ
て
い
る
。

（
こ
れ
に
は
国
、
県
道
の
除
雪
経
費

は
含
ま
れ
て
い
な
い
）

　
一
月
二
十
七
日
に
県
の
災
害
救
助

条
例
が
適
用
さ
れ
二
月
七
日
に
国
の

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
二
月
十

七
日
に
十
日
延
長
さ
れ
、
二
月
二
十

七
日
に
は
更
に
十
日
間
再
延
長
さ
れ

た
。

積雪量変化
（松里小）
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国
の
災
害
救
助
法
で
54
世
帯
に
除
雪
の
援
助

　
県
の
災
害
救
助
条
例
で
四
十
一
世

帯
が
該
当
し
て
約
六
十
万
円
の
救
助

費
が
、
国
の
災
害
救
助
法
で
は
二
十

六
日
現
在
五
十
四
世
帯
が
該
当
に
な

り
約
二
百
万
円
の
除
雪
費
用
の
援
助

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
三
月
七
日
ま
で
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
救
助
費
が
増

え
る
見
込
み
で
す
。

　
町
は
区
長
、
民
生
委
員
さ
ん
の
意

見
な
ど
を
聞
い
て
救
助
を
必
要
と
す

る
世
帯
を
調
査
し
て
災
害
救
助
法
の

世
帯
を
決
め
て
い
る
。
家
屋
の
除
排

雪
の
対
象
世
帯
は
生
保
、
老
人
、
母

子
、
身
障
者
世
帯
で
町
民
税
の
均
等

割
以
下
で
自
力
で
除
雪
出
来
な
い
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。

　
救
助
適
用
基
準
の
め
や
す
は
県
災

害
救
助
条
例
で
は
町
の
平
均
積
雪
三

二
五
セ
ン
チ
の
一
二
倍
。
国
の
災
害

救
助
法
で
は
一
・
三
倍
以
上
の
積
雪

と
な
っ
て
い
る
。

　
五
六
豪
雪
で
は
県
条
例
で
三
六
世

帯
約
六
六
万
円
、
国
の
災
害
救
助
法

で
一
三
九
世
帯
約
二
百
五
十
七
万
円

の
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

罫
鶏

　講
蕪、無

6m近い雪の中、電話線をパトロール（2月13日・田麦立で

　　雪の記録

2月　松里小調べ

　　　積雪（降雪）

　1日　　415　（10）

2日　　395　（0）

3日　　395（10）

4日　　445　（57）

5日　　470　（57）

6日　　485　（37）

7日　　500　（57）

8日　　502　（36）

9日　　548　（68）

10日　　542　（30）

11日　　550（35）

12日　　520（0）

13日　　513　（5）

14日　　513　（18）

15日　　542　（46）

16日　　548　（31）

17日　　565　（40）

18日　　575　（35）

19日　　　585　（31）

20日　　575　（15）

21日　　575（8）

22日　　555　（0）

23日　　525（0〉

24日　　495（3）

25日　　486　（3〉

26日　　477　（0）

27日　　469　（15）

28日　　495　（32）

29日　　545　（50）

覧縫

　尉
、轡娘「

縦
講
、
？

ρ
馬
　
ず

雪との戦いが続く

13回も屋根の雪おろし、のき下の雪かたずけをする

主婦（2月13日田麦立で）
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大
雪
の
た
め
思
い
が
け
な
い

と
こ
ろ
で
も
起
こ
る

　
今
年
は
例
年
に
な
い
大
雪
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
気
温
が
上
昇
し
て
く
る
と

思
い
が
け
な
い
所
で
も
雪
崩
が
お
こ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
二
月

末
ま
で
の
県
内
の
雪
崩
に
よ
る
死
者

は
七
人
で
、
そ
の
他
雪
降
し
中
の
転

落
な
ど
で
十
八
人
が
犠
牲
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
二
月
十
九
日
に
は
湯
本
で
雪
崩
が

発
生
し
て
車
庫
の
一
部
が
破
損
、
二

十
四
日
に
は
豊
原
峠
（
津
南
町
地
内
）

で
自
動
車
が
巻
き
込
ま
れ
（
掴
道
三

五
三
は
三
月
七
日
現
在
開
通
の
見
込

み
は
立
っ
て
い
な
い
）
二
十
五
日
に

は
湯
山
地
内
で
頸
城
自
動
車
の
定
期

バ
ス
が
巻
き
込
ま
れ
て
屋
根
ま
で
埋

ま
る
な
ど
、
雪
崩
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
　
二
月
十
九
日
の
湯
本
の
雪
崩
で
、

さ
ら
に
雪
崩
の
危
険
が
あ
る
た
め
、

町
で
は
二
世
帯
に
対
し
避
難
勧
告
を

出
し
た
。

　　簑靴

・鞭

’購

雛
醸
，
．

・
、
繰

舞，

露
畿

　
、
設
繍騨

雪崩に巻き込まれたバス、屋根まで雪に埋まる

「
欝

轍
犠

灘

蟹

．
紮

ズ
諺

スノーダンプで除雪

　　　　手に豆をつくりながら頑張る榊原さん

東
京
の
青
年松
之
山
の
豪
雪
を
体
験

　
国
の
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

二
月
七
日
、
東
京
の
青
年
が
雪
お
ろ

し
で
こ
ま
っ
て
い
る
家
庭
の
手
伝
い

を
し
た
い
と
町
を
訪
れ
、
四
日
間
雪

国
の
厳
し
い
体
験
を
し
た
。

　
こ
の
人
は
東
京
中
野
区
の
榊
原
和

憲
さ
ん
（
自
営
業
三
十
七
歳
）
で
五

六
豪
雪
を
上
回
る
豪
雪
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
き
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た

い
と
町
を
訪
れ
た
が
一
人
暮
し
の
世

帯
で
は
賄
い
の
事
や
一
人
で
屋
根
の

雪
お
ろ
し
は
経
験
の
な
い
東
京
の
人

で
は
危
険
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

町
で
は
凌
雲
閣
さ
ん
に
紹
介
し
、
手

伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
松
之
山
町
を
選
ん
だ
の
は
日
本
一

雪
の
深
い
所
で
手
伝
い
を
し
な
が
ら

生
活
し
て
み
た
い
と
思
い
、
東
京
の

都
道
府
県
会
館
を
訪
れ
て
新
潟
県
が

雪
の
多
い
所
だ
と
教
え
て
も
ら
っ
て

六
日
町
か
ら
松
之
山
町
に
入
っ
た
。

雪
の
多
い
の
に
ま
ず
び
っ
く
り
し
た

＾
藷
　
、
麟
、
謬
、
．
瀬
、

整
蒙
難
騨

が
、
雪
の
多
い
わ
り
に
道
路
除
雪
が

行
き
届
い
て
い
た
の
に
驚
い
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　
ス
キ
ー
場
で
の
雪
し
か
知
ら
な
い

榊
原
さ
ん
は
、
か
ん
じ
き
の
は
き
方

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
の
使
い
方
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
、
地
元
の
人
達
と
一
緒

に
四
日
間
頑
張
り
通
し
た
。

　
こ
の
雪
国
で
の
体
験
を
町
公
報
に

寄
せ
て
頂
い
た
の
で
、
次
ぺ
ー
ジ
に

紹
介
し
ま
す
。

豪
雪
・

松
之
山
で
の

雪
掘
り
で
考
え
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
毎
年
、
乾
燥
し
た
好
天
の
続
く
東

京
で
の
冬
と
ス
キ
ー
場
で
の
雪
し
か

知
ら
な
い
僕
は
、
世
界
的
に
も
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
新
潟
県
、
中
で

も
東
頸
城
郡
で
雪
に
生
活
す
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
特
に
自
然
条
件

の
厳
し
さ
の
一
端
で
も
味
わ
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
体
を
使
っ
て

汗
を
流
す
こ
と
、
共
同
で
一
つ
の
作

業
を
す
る
事
か
ら
程
遠
い
毎
日
（
手

作
業
の
家
内
製
本
業
に
従
事
し
て
い

ま
す
）
に
何
か
生
活
の
句
読
点
、
区

切
り
の
き
っ
か
け
を
つ
か
む
と
い
う

思
い
で
、
又
微
力
な
が
ら
雪
降
し
の

重
訣

　
　
　
　
　
　
　
原
　
和
憲

手
助
け
に
役
立
て
れ
ば
と
い
う
思
い

で
短
期
間
で
す
が
松
之
山
町
の
温
泉

旅
館
凌
雲
閣
で
雪
掘
り
を
手
伝
わ
さ

せ
て
頂
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
事
前

に
思
い
描
い
て
い
た
少
々
悲
愴
感
を

伴
っ
た
老
人
世
帯
へ
の
ヘ
ル
プ
と
は

異
な
り
、
降
り
し
き
る
雪
の
中
と
は

い
え
久
々
の
肉
体
労
働
の
快
適
さ
と

温
泉
、
地
酒
付
と
い
う
願
っ
て
も
な

い
環
境
の
も
と
で
と
て
も
楽
し
い
四

日
間
を
味
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

恐
ら
く
毎
日
毎
日
ゲ
ッ
プ
の
出
る
程

雪
と
付
合
わ
さ
れ
る
松
之
山
の
人
々

は
“
快
適
”
な
ど
と
軽
々
し
く
言
う

言
葉
に
腹
が
立
つ
思
い
だ
と
察
し
ま

す
。　
唯
、
自
然
条
件
が
厳
し
い
と
一
言

に
言
っ
て
も
厳
冬
の
北
海
道
や
、
離

島
で
暑
い
沖
縄
諸
島
な
ど
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
除
雪
と
い
う
作

業
を
必
然
的
に
や
ら
な
く
て
は
家
が

つ
ぶ
れ
生
活
で
き
な
い
と
い
う
事
実

は
、
中
で
も
特
殊
条
件
だ
と
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
昔
の
、
現
金
が
あ

ま
り
必
要
で
な
い
自
給
体
制
で
の
雪

掘
り
と
は
異
な
り
、
現
在
日
本
人
一

般
と
し
て
の
生
活
を
維
持
す
る
上
で

の
本
業
を
後
回
し
に
し
て
ま
で
除
雪

に
費
す
労
力
と
ハ
ン
デ
ィ
は
消
費
生

活
の
上
で
は
大
変
な
マ
イ
ナ
ス
だ
と

思
い
ま
す
。
部
分
的
に
は
機
械
化
さ

れ
て
は
い
て
も
結
局
は
人
海
戦
術
で

す
ね
。

　
四
日
間
の
実
感
と
し
て
、
六
メ
ー

ト
ル
近
い
豪
雪
な
が
ら
集
中
豪
雪
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
割
合

い
に
の
ん
び
り
構
え
、
か
な
り
の
ハ

ー
ド
ワ
ー
ク
で
は
あ
り
ま
す
が
高
い

屋
根
の
新
雪
を
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
ト

イ
に
次
々
に
落
す
感
覚
は
爽
快
な
気

分
で
す
。
し
か
し
毎
日
同
じ
作
業
を

数
ケ
月
に
も
亘
っ
て
く
り
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
の
気
持
と
短
期
間

旅
行
者
気
分
の
僕
と
で
は
全
々
違
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
つ

け
加
え
て
無
責
任
な
放
言
を
許
し
て

頂
く
な
ら
ば
、
こ
の
松
之
山
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
豪
雪
と
い
う
事
が
非
常

に
ユ
ニ
ー
ク
な
資
源
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
毎
年
何
万
ト
ン
も
の
水
を

海
に
捨
て
、
或
い
は
融
雪
洪
水
を
引

き
起
す
程
の
水
量
を
、
必
要
と
し
て

い
る
国
に
輸
出
し
だ
ら
除
雪
す
る
雪

が
金
を
生
む
こ
と
に
な
り
又
洪
水
、

雪
崩
の
防
止
に
も
な
る
か
も
知
れ
ず
、

水
を
必
要
と
し
て
い
る
砂
漠
の
国
も

潤
う
と
い
う
事
に
な
ら
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
し
か
も
雪
を
溶
か
し
得

る
高
温
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
温
泉

が
身
近
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
き

な
可
能
性
が
あ
る
様
に
思
え
ま
す
。

又
海
か
ら
の
距
離
も
そ
う
遠
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
大
言
壮
言
気
味
の

僕
の
考
え
で
す
が
、
潜
越
な
が
ら
既

に
言
い
尽
さ
れ
た
事
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
傍
観
者
の
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

と
し
て
受
取
っ
て
頂
け
れ
ば
有
難
い

と
思
い
ま
す
。
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引
っ
越
し
の
手
続
巻
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
早
圓
に

　
春
は
転
勤
や
入
学
、
就
職
と
、
引

っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
忙
し
さ

に
追
わ
れ
て
、
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の

が
転
出
や
転
入
に
伴
う
届
け
で
す
。

う
っ
か
り
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
選

挙
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民

年
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
は
期
間
内

に
必
ず
出
し
ま
し
よ
う
。

　
　
〈
役
所
へ
の
届
出
〉

，
①
住
民
登
録
の
手
続
き
は
市
区
町
村

役
場
で
転
出
証
明
書
を
も
ら
い
、
十

四
日
以
内
に
新
住
所
地
で
転
入
届
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑
登
録
証
の
返
却
を
し
、
新
住

所
で
新
た
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
証
は
返
却
し
、
新

し
い
住
所
で
新
た
に
申
請
を
。
国
民

年
金
は
新
住
所
で
住
所
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
就
学
児
童
の
あ
る
家
庭
で
は
、
現

在
、
通
学
し
て
い
る
学
校
で
「
在
学

証
明
書
」
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
陸
運

事
務
所
で
登
録
変
更
手
続
を
。
転
居

先
が
同
府
県
内
と
他
府
県
内
と
の
場

合
で
は
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。
運

転
免
許
証
の
住
所
変
更
手
続
は
、
新

住
所
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
の
自
動

車
試
験
場
へ
。

　
〈
そ
の
他
の
届
出
〉

　
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
役
所

以
外
の
と
こ
ろ
に
も
届
出
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
銀
行
に
住
所
変
更
の
届
け

を
出
し
た
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

電
話
な
ど
の
変
更
や
廃
止
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
新
し

い
住
所
地
で
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
申

し
込
み
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
東
日

本
と
西
日
本
と
で
は
電
気
の
周
波
数

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
都
市
ガ
ス
も

響
．
）

属
一
■
、

地
域
に
よ
っ
て
カ
ロ
リ
ー
が
違
い
、

現
在
使
っ
て
い
る
器
具
が
そ
の
ま
ま

で
は
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
気
会
社
や
ガ
ス
会
社
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
郵
便
局
に
転
居
届

を
出
し
て
お
く
と
、
届
出
の
日
か
ら

一
年
の
間
は
引
っ
越
し
先
に
郵
便
物

を
転
送
し
て
く
れ
ま
す
。

，な摩』叩
［
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糎量、‘』

大
雪
の
た
め
思
い
が
け
な
い

と
こ
ろ
で
も
起
こ
る

　
今
年
は
例
年
に
な
い
大
雪
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
気
温
が
上
昇
し
て
く
る
と

思
い
が
け
な
い
所
で
も
雪
崩
が
お
こ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
二
月

末
ま
で
の
県
内
の
雪
崩
に
よ
る
死
者

は
七
人
で
、
そ
の
他
雪
降
し
中
の
転

落
な
ど
で
十
八
人
が
犠
牲
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
二
月
十
九
日
に
は
湯
本
で
雪
崩
が

発
生
し
て
車
庫
の
一
部
が
破
損
、
二

十
四
日
に
は
豊
原
峠
（
津
南
町
地
内
）

で
自
動
車
が
巻
き
込
ま
れ
（
掴
道
三

五
三
は
三
月
七
日
現
在
開
通
の
見
込

み
は
立
っ
て
い
な
い
）
二
十
五
日
に

は
湯
山
地
内
で
頸
城
自
動
車
の
定
期

バ
ス
が
巻
き
込
ま
れ
て
屋
根
ま
で
埋

ま
る
な
ど
、
雪
崩
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
　
二
月
十
九
日
の
湯
本
の
雪
崩
で
、

さ
ら
に
雪
崩
の
危
険
が
あ
る
た
め
、

町
で
は
二
世
帯
に
対
し
避
難
勧
告
を

出
し
た
。

　　簑靴

・鞭

’購

雛
醸
，
．

・
、
繰

舞，

露
畿

　
、
設
繍騨

雪崩に巻き込まれたバス、屋根まで雪に埋まる

「
欝

轍
犠

灘

蟹

．
紮

ズ
諺

スノーダンプで除雪

　　　　手に豆をつくりながら頑張る榊原さん

東
京
の
青
年松
之
山
の
豪
雪
を
体
験

　
国
の
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

二
月
七
日
、
東
京
の
青
年
が
雪
お
ろ

し
で
こ
ま
っ
て
い
る
家
庭
の
手
伝
い

を
し
た
い
と
町
を
訪
れ
、
四
日
間
雪

国
の
厳
し
い
体
験
を
し
た
。

　
こ
の
人
は
東
京
中
野
区
の
榊
原
和

憲
さ
ん
（
自
営
業
三
十
七
歳
）
で
五

六
豪
雪
を
上
回
る
豪
雪
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
き
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た

い
と
町
を
訪
れ
た
が
一
人
暮
し
の
世

帯
で
は
賄
い
の
事
や
一
人
で
屋
根
の

雪
お
ろ
し
は
経
験
の
な
い
東
京
の
人

で
は
危
険
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

町
で
は
凌
雲
閣
さ
ん
に
紹
介
し
、
手

伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
松
之
山
町
を
選
ん
だ
の
は
日
本
一

雪
の
深
い
所
で
手
伝
い
を
し
な
が
ら

生
活
し
て
み
た
い
と
思
い
、
東
京
の

都
道
府
県
会
館
を
訪
れ
て
新
潟
県
が

雪
の
多
い
所
だ
と
教
え
て
も
ら
っ
て

六
日
町
か
ら
松
之
山
町
に
入
っ
た
。

雪
の
多
い
の
に
ま
ず
び
っ
く
り
し
た

＾
藷
　
、
麟
、
謬
、
．
瀬
、

整
蒙
難
騨

が
、
雪
の
多
い
わ
り
に
道
路
除
雪
が

行
き
届
い
て
い
た
の
に
驚
い
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　
ス
キ
ー
場
で
の
雪
し
か
知
ら
な
い

榊
原
さ
ん
は
、
か
ん
じ
き
の
は
き
方

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
の
使
い
方
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
、
地
元
の
人
達
と
一
緒

に
四
日
間
頑
張
り
通
し
た
。

　
こ
の
雪
国
で
の
体
験
を
町
公
報
に

寄
せ
て
頂
い
た
の
で
、
次
ぺ
ー
ジ
に

紹
介
し
ま
す
。

豪
雪
・

松
之
山
で
の

雪
掘
り
で
考
え
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
毎
年
、
乾
燥
し
た
好
天
の
続
く
東

京
で
の
冬
と
ス
キ
ー
場
で
の
雪
し
か

知
ら
な
い
僕
は
、
世
界
的
に
も
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
新
潟
県
、
中
で

も
東
頸
城
郡
で
雪
に
生
活
す
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
特
に
自
然
条
件

の
厳
し
さ
の
一
端
で
も
味
わ
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
体
を
使
っ
て

汗
を
流
す
こ
と
、
共
同
で
一
つ
の
作

業
を
す
る
事
か
ら
程
遠
い
毎
日
（
手

作
業
の
家
内
製
本
業
に
従
事
し
て
い

ま
す
）
に
何
か
生
活
の
句
読
点
、
区

切
り
の
き
っ
か
け
を
つ
か
む
と
い
う

思
い
で
、
又
微
力
な
が
ら
雪
降
し
の

重
訣

　
　
　
　
　
　
　
原
　
和
憲

手
助
け
に
役
立
て
れ
ば
と
い
う
思
い

で
短
期
間
で
す
が
松
之
山
町
の
温
泉

旅
館
凌
雲
閣
で
雪
掘
り
を
手
伝
わ
さ

せ
て
頂
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
事
前

に
思
い
描
い
て
い
た
少
々
悲
愴
感
を

伴
っ
た
老
人
世
帯
へ
の
ヘ
ル
プ
と
は

異
な
り
、
降
り
し
き
る
雪
の
中
と
は

い
え
久
々
の
肉
体
労
働
の
快
適
さ
と

温
泉
、
地
酒
付
と
い
う
願
っ
て
も
な

い
環
境
の
も
と
で
と
て
も
楽
し
い
四

日
間
を
味
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

恐
ら
く
毎
日
毎
日
ゲ
ッ
プ
の
出
る
程

雪
と
付
合
わ
さ
れ
る
松
之
山
の
人
々

は
“
快
適
”
な
ど
と
軽
々
し
く
言
う

言
葉
に
腹
が
立
つ
思
い
だ
と
察
し
ま

す
。　
唯
、
自
然
条
件
が
厳
し
い
と
一
言

に
言
っ
て
も
厳
冬
の
北
海
道
や
、
離

島
で
暑
い
沖
縄
諸
島
な
ど
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
除
雪
と
い
う
作

業
を
必
然
的
に
や
ら
な
く
て
は
家
が

つ
ぶ
れ
生
活
で
き
な
い
と
い
う
事
実

は
、
中
で
も
特
殊
条
件
だ
と
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
昔
の
、
現
金
が
あ

ま
り
必
要
で
な
い
自
給
体
制
で
の
雪

掘
り
と
は
異
な
り
、
現
在
日
本
人
一

般
と
し
て
の
生
活
を
維
持
す
る
上
で

の
本
業
を
後
回
し
に
し
て
ま
で
除
雪

に
費
す
労
力
と
ハ
ン
デ
ィ
は
消
費
生

活
の
上
で
は
大
変
な
マ
イ
ナ
ス
だ
と

思
い
ま
す
。
部
分
的
に
は
機
械
化
さ

れ
て
は
い
て
も
結
局
は
人
海
戦
術
で

す
ね
。

　
四
日
間
の
実
感
と
し
て
、
六
メ
ー

ト
ル
近
い
豪
雪
な
が
ら
集
中
豪
雪
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
割
合

い
に
の
ん
び
り
構
え
、
か
な
り
の
ハ

ー
ド
ワ
ー
ク
で
は
あ
り
ま
す
が
高
い

屋
根
の
新
雪
を
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
ト

イ
に
次
々
に
落
す
感
覚
は
爽
快
な
気

分
で
す
。
し
か
し
毎
日
同
じ
作
業
を

数
ケ
月
に
も
亘
っ
て
く
り
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
の
気
持
と
短
期
間

旅
行
者
気
分
の
僕
と
で
は
全
々
違
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
つ

け
加
え
て
無
責
任
な
放
言
を
許
し
て

頂
く
な
ら
ば
、
こ
の
松
之
山
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
豪
雪
と
い
う
事
が
非
常

に
ユ
ニ
ー
ク
な
資
源
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
毎
年
何
万
ト
ン
も
の
水
を

海
に
捨
て
、
或
い
は
融
雪
洪
水
を
引

き
起
す
程
の
水
量
を
、
必
要
と
し
て

い
る
国
に
輸
出
し
だ
ら
除
雪
す
る
雪

が
金
を
生
む
こ
と
に
な
り
又
洪
水
、

雪
崩
の
防
止
に
も
な
る
か
も
知
れ
ず
、

水
を
必
要
と
し
て
い
る
砂
漠
の
国
も

潤
う
と
い
う
事
に
な
ら
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
し
か
も
雪
を
溶
か
し
得

る
高
温
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
温
泉

が
身
近
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
き

な
可
能
性
が
あ
る
様
に
思
え
ま
す
。

又
海
か
ら
の
距
離
も
そ
う
遠
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
大
言
壮
言
気
味
の

僕
の
考
え
で
す
が
、
潜
越
な
が
ら
既

に
言
い
尽
さ
れ
た
事
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
傍
観
者
の
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

と
し
て
受
取
っ
て
頂
け
れ
ば
有
難
い

と
思
い
ま
す
。
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引
っ
越
し
の
手
続
巻
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
早
圓
に

　
春
は
転
勤
や
入
学
、
就
職
と
、
引

っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
忙
し
さ

に
追
わ
れ
て
、
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の

が
転
出
や
転
入
に
伴
う
届
け
で
す
。

う
っ
か
り
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
選

挙
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民

年
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
は
期
間
内

に
必
ず
出
し
ま
し
よ
う
。

　
　
〈
役
所
へ
の
届
出
〉

，
①
住
民
登
録
の
手
続
き
は
市
区
町
村

役
場
で
転
出
証
明
書
を
も
ら
い
、
十

四
日
以
内
に
新
住
所
地
で
転
入
届
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑
登
録
証
の
返
却
を
し
、
新
住

所
で
新
た
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
証
は
返
却
し
、
新

し
い
住
所
で
新
た
に
申
請
を
。
国
民

年
金
は
新
住
所
で
住
所
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
就
学
児
童
の
あ
る
家
庭
で
は
、
現

在
、
通
学
し
て
い
る
学
校
で
「
在
学

証
明
書
」
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
陸
運

事
務
所
で
登
録
変
更
手
続
を
。
転
居

先
が
同
府
県
内
と
他
府
県
内
と
の
場

合
で
は
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。
運

転
免
許
証
の
住
所
変
更
手
続
は
、
新

住
所
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
の
自
動

車
試
験
場
へ
。

　
〈
そ
の
他
の
届
出
〉

　
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
役
所

以
外
の
と
こ
ろ
に
も
届
出
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
銀
行
に
住
所
変
更
の
届
け

を
出
し
た
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

電
話
な
ど
の
変
更
や
廃
止
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
新
し

い
住
所
地
で
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
申

し
込
み
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
東
日

本
と
西
日
本
と
で
は
電
気
の
周
波
数

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
都
市
ガ
ス
も

響
．
）

属
一
■
、

地
域
に
よ
っ
て
カ
ロ
リ
ー
が
違
い
、

現
在
使
っ
て
い
る
器
具
が
そ
の
ま
ま

で
は
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
気
会
社
や
ガ
ス
会
社
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
郵
便
局
に
転
居
届

を
出
し
て
お
く
と
、
届
出
の
日
か
ら

一
年
の
間
は
引
っ
越
し
先
に
郵
便
物

を
転
送
し
て
く
れ
ま
す
。
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3月25日②松之山温泉スキー場

野》ピ
ノ思ル一
－

カスキ
qワ1

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

　
　
　
　
名
物
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
・
甘
酒
サ
ー
ビ
ス

　
年
末
年
始
に
か
け
て
賑
わ
っ
た
松

之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
一
月
、
二

月
の
豪
雪
で
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
訪
れ
も

少
な
か
っ
た
が
、
二
月
下
旬
雪
も
降

り
や
み
よ
う
や
く
活
気
が
戻
っ
て
き

た
。　
二
月
末
ま
で
に
ス
キ
ー
場
を
訪
れ

た
人
は
約
一
万
三
千
人
で
リ
フ
ト
の

売
り
上
げ
は
一
千
万
円
を
よ
う
や
く

こ
え
た
。

　
雪
が
豊
富
な
こ
と
か
ら
今
年
は
五

月
の
連
休
ま
で
滑
れ
る
見
込
み
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
春
ス
キ
ー
に
期
待

し
て
い
る
。

　
三
月
二
十
五
日
（
日
）
松
之
山
温

泉
ス
キ
i
場
で
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

が
行
わ
れ
る
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
い
で
下
さ
い
。

　
催
し
物
ご
案
内

▽
名
物
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
、
甘
酒
、

○
無
料
サ
ー
ビ
ス

▽
ス
キ
ー
競
技
大
会

○
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

○
参
加
申
し
込
み
者
は
三
月
二
十
日

、
鷺
嚇

．
「
灘
・

鰹

無

灘

ようやく活気が戻った松之山温泉スキー場

　
ま
で
に
ス
キ
ー
協
会
（
君
六
－

　
一
二
〇
〇
）
へ
。

▽
雪
上
ス
テ
ー
ジ
で
の
ア
マ
チ
ュ
ア

　
バ
ン
ド
演
奏

▽
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会

○
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
味
の
名
店
街
コ
ー
ナ
ー

○
け
ん
ち
ん
汁
・
お
で
ん
・
焼
と
り

　
な
ど
。

○
地
元
の
味
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

○
先
着
五
〇
〇
人
に
三
〇
〇
円
分
の

　
「
味
の
名
店
街
」
の
割
り
引
き
券

　
サ
ー
ビ
ス
。

▽
雪
中
宝
さ
が
し
大
会

○
ど
ん
な
宝
物
が
か
く
さ
れ
て
い
る

　
か
楽
し
み
で
す
。

▽
ボ
ブ
ス
レ
ー
無
料
貸
し
出
し

○
子
供
も
大
人
も
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
ス

　
リ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
ッ
ァ
ー
コ
ー
ス
の
開
設

○
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南
ス
キ
ー
場
か

　
ら
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ま
で
の

　
約
ニ
キ
ロ
（
約
九
十
分
）
の
コ
ー

　
ス
。
大
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ

　
い
Q

O
完
走
者
に
は
記
念
品
と
認
定
証
を

贈
り
ま
す
。

※
行
事
時
間

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

　松之山

町
観
光
協
会
へ

　
費
〇
二
五
五
九
－
六
ー
三
一
三
一

公
繋
灘
議
麟
険

　
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
積
立
金
の

力
を
借
り
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十

八
年
度
の
各
事
業
別
借
入
額
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
一
億
七
千
五
百
万
円

▼
松
口
松
之
山
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
千
九
百
十
万
円

▼
西
之
前
北
浦
田
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
百
万
円

▼
松
代
松
之
山
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
九
百
五
十
万
円

▼
藤
原
松
之
山
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
十
万
円

▼
新
田
地
区
農
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
千
百
六
十
万
円

▼
基
幹
作
業
道
亀
石
線
開
設

　
　
　
　
　
　
　
二
百
二
十
万
円

▼
運
動
広
場
造
成
　
二
百
八
十
万
円

▼
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
万
円

　
以
上
九
つ
の
事
業
の
合
計
借
入
金

額
は
、
二
億
四
千
八
十
万
円
に
の
ぼ

り
、
同
年
度
起
債
総
額
の
六
割
を
超

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同
財

産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自
治
体

に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

豪
雪
懸
懸
霧
叢
鑛
措
置

　
豪
雪
に
よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用

と
な
っ
た
市
町
村
で
、
家
屋
が
損
壊

し
た
な
ど
の
被
災
さ
れ
た
方
に
、
東

北
電
力
で
は
電
気
料
金
・
工
事
費
な

ど
を
免
除
す
る
特
別
措
置
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
電
気
料
金
の
早
収
料
金
適
用
期
間

　
の
延
長
。

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
分
（
早
収
料

金
適
用
期
間
の
期
限
日
が
二
月
七
日

以
降
と
な
る
も
の
に
限
る
）
二
月
分

お
よ
び
二
月
分
の
電
気
料
金
の
早
取

料
金
適
用
期
間
を
各
一
か
月
延
長
し

ま
す
。

▼
不
使
用
月
の
電
気
料
金
の
免
除
。

　
被
災
時
か
ら
引
き
続
き
昭
和
五
十

九
年
八
月
分
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

全
く
電
気
を
使
用
し
な
い
場
合
の
電

気
料
金
は
免
除
し
ま
す
。

▼
工
事
費
負
担
金
の
免
除
。

　
被
災
前
と
同
じ
場
所
、
同
じ
契
約

内
容
で
昭
和
五
十
九
年
八
月
末
日
ま

で
電
気
の
使
用
を
申
し
込
ま
れ
た
場

合
は
、
工
事
負
担
金
は
免
除
し
ま
す
。

▼
臨
時
工
事
費
の
免
除
。

　
被
災
前
と
同
じ
場
所
に
昭
和
五
十

九
年
八
月
末
日
ま
で
に
臨
時
電
明
・

電
力
の
使
用
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合

は
、
臨
時
工
事
費
は
免
除
し
ま
す
。

▼
被
災
さ
れ
た
電
気
施
設
の
一
部
が

東北電力

使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
使

用
不
能
設
備
相
当
分
の
基
本
料
金
は
、

昭
和
五
十
九
年
八
月
末
日
ま
で
は
免

除
し
ま
す
。

▼
被
災
の
た
め
に
契
約
を
一
年
未
満

で
廃
止
し
た
り
、
減
少
し
た
場
合
の

電
気
料
金
等
の
清
算
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
東
北
電
力
の
十
日
町

営
業
所
か
松
之
山
出
張
所
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

隔
圏
東
北
男

▽
3
月
1
5
日
、
曽
根

　
午
前
9
時
～
午
後
1
時

醍食翁舌

〔7〕広報まつのやま
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食品を

て食べることが大切

の中で栄養素が合成されたり

作用を円滑にする働きをしま

は1グラムの何千分のいくつ

が、大切な栄養素です。現在、

20種類が発見されています。

溶性ビタミン（あぶらに溶け

性ビタミン（水に溶けやすい）

きます。脂溶性ビタミンには、

（溶性ビタミンには、B1、B2、

・ン（ニコチン酸）、葉酸などが

5れたばかりのころ、その命

峯れた順序でアルファベット

E……）がつけられていま

フミンBの中には、各種の成

】ることが分かり、Bに番号

B6、……と区別しました。で

二いうのはなく、ビタミンB

lだけです。

ナイアシン（ニコチン酸）

鉾鰺
郵蜘
わせτ食べましょン

いくつかの食品

組み合わせて食
　ビタミンは、体の中で多

分解されたりする作用をF

す。1日の必要量は1グi

と、ごく微量ですが、大圭

A、C、Dなど約20種類ノ

　ビタミンは、脂溶性ビづ

やすい）と、水溶性ビタ1

に分けることができます。

A、D、E、K、水溶性ビ

B6、B12、ナイアシン（二

あります。

　ビタミンが発見された1，

名はおおよそ発見された川

（A、B、C、D、E…・

した。しかし、ビタミン1

分が混ざり合っているこ1

をつけてB1、B2、B6、一

すからビタミンBというσ

群という総称があるだけて

　　ロ

麟
　　　　　　　ハ　　　　ヘ
　　　　　　　，ρ　，¢．
　　　　　　　　　ダ　　　　　　藝驚

鋤鰯霧
　いくつかの食品ε組融　いくっかの食6bε組取合わせτ食べま憶う！

　また、ビタミンK、ビタミンPなどの・K、P

は順番でつけられたアルファベットでなく、そ

れぞれ凝固（Koagulation）、浸透性（Permeabili

ty）といった特有の作用を表す単語の頭文字を

取ったものです。このほか、葉に多く含まれて

いるため葉酸と名付けられたビタミンもあります。

　ビタミンは、Aはレバー、Dはイワシといっ

た具合に、特定の食品に偏っているので、A、

C、D……などまんべんなく体に取り入れるに

は、いくつかの食品を組み合わせて食べる必要

があります。また、脂溶性のビタミンを含む食

品は油でいためない、水溶性のものは長い間水

に浸さないなど、それぞれの性質に応じた調理

上の注意も必要です。

　なお、厚生省が行った昭和57年国民栄養調査

の結果では、以前言われていた日本人のビタミ

ン不足は完全に解消されています。
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3月25日②松之山温泉スキー場

野》ピ
ノ思ル一
－

カスキ
qワ1

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

　
　
　
　
名
物
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
・
甘
酒
サ
ー
ビ
ス

　
年
末
年
始
に
か
け
て
賑
わ
っ
た
松

之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
一
月
、
二

月
の
豪
雪
で
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
訪
れ
も

少
な
か
っ
た
が
、
二
月
下
旬
雪
も
降

り
や
み
よ
う
や
く
活
気
が
戻
っ
て
き

た
。　
二
月
末
ま
で
に
ス
キ
ー
場
を
訪
れ

た
人
は
約
一
万
三
千
人
で
リ
フ
ト
の

売
り
上
げ
は
一
千
万
円
を
よ
う
や
く

こ
え
た
。

　
雪
が
豊
富
な
こ
と
か
ら
今
年
は
五

月
の
連
休
ま
で
滑
れ
る
見
込
み
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
春
ス
キ
ー
に
期
待

し
て
い
る
。

　
三
月
二
十
五
日
（
日
）
松
之
山
温

泉
ス
キ
i
場
で
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

が
行
わ
れ
る
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
い
で
下
さ
い
。

　
催
し
物
ご
案
内

▽
名
物
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
、
甘
酒
、

○
無
料
サ
ー
ビ
ス

▽
ス
キ
ー
競
技
大
会

○
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

○
参
加
申
し
込
み
者
は
三
月
二
十
日

、
鷺
嚇

．
「
灘
・

鰹

無

灘

ようやく活気が戻った松之山温泉スキー場

　
ま
で
に
ス
キ
ー
協
会
（
君
六
－

　
一
二
〇
〇
）
へ
。

▽
雪
上
ス
テ
ー
ジ
で
の
ア
マ
チ
ュ
ア

　
バ
ン
ド
演
奏

▽
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会

○
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
味
の
名
店
街
コ
ー
ナ
ー

○
け
ん
ち
ん
汁
・
お
で
ん
・
焼
と
り

　
な
ど
。

○
地
元
の
味
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

○
先
着
五
〇
〇
人
に
三
〇
〇
円
分
の

　
「
味
の
名
店
街
」
の
割
り
引
き
券

　
サ
ー
ビ
ス
。

▽
雪
中
宝
さ
が
し
大
会

○
ど
ん
な
宝
物
が
か
く
さ
れ
て
い
る

　
か
楽
し
み
で
す
。

▽
ボ
ブ
ス
レ
ー
無
料
貸
し
出
し

○
子
供
も
大
人
も
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
ス

　
リ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
ッ
ァ
ー
コ
ー
ス
の
開
設

○
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南
ス
キ
ー
場
か

　
ら
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ま
で
の

　
約
ニ
キ
ロ
（
約
九
十
分
）
の
コ
ー

　
ス
。
大
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ

　
い
Q

O
完
走
者
に
は
記
念
品
と
認
定
証
を

贈
り
ま
す
。

※
行
事
時
間

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

　松之山

町
観
光
協
会
へ

　
費
〇
二
五
五
九
－
六
ー
三
一
三
一

公
繋
灘
議
麟
険

　
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
積
立
金
の

力
を
借
り
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十

八
年
度
の
各
事
業
別
借
入
額
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
一
億
七
千
五
百
万
円

▼
松
口
松
之
山
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
千
九
百
十
万
円

▼
西
之
前
北
浦
田
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
百
万
円

▼
松
代
松
之
山
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
九
百
五
十
万
円

▼
藤
原
松
之
山
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
十
万
円

▼
新
田
地
区
農
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
千
百
六
十
万
円

▼
基
幹
作
業
道
亀
石
線
開
設

　
　
　
　
　
　
　
二
百
二
十
万
円

▼
運
動
広
場
造
成
　
二
百
八
十
万
円

▼
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
万
円

　
以
上
九
つ
の
事
業
の
合
計
借
入
金

額
は
、
二
億
四
千
八
十
万
円
に
の
ぼ

り
、
同
年
度
起
債
総
額
の
六
割
を
超

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同
財

産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自
治
体

に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

豪
雪
懸
懸
霧
叢
鑛
措
置

　
豪
雪
に
よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用

と
な
っ
た
市
町
村
で
、
家
屋
が
損
壊

し
た
な
ど
の
被
災
さ
れ
た
方
に
、
東

北
電
力
で
は
電
気
料
金
・
工
事
費
な

ど
を
免
除
す
る
特
別
措
置
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
電
気
料
金
の
早
収
料
金
適
用
期
間

　
の
延
長
。

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
分
（
早
収
料

金
適
用
期
間
の
期
限
日
が
二
月
七
日

以
降
と
な
る
も
の
に
限
る
）
二
月
分

お
よ
び
二
月
分
の
電
気
料
金
の
早
取

料
金
適
用
期
間
を
各
一
か
月
延
長
し

ま
す
。

▼
不
使
用
月
の
電
気
料
金
の
免
除
。

　
被
災
時
か
ら
引
き
続
き
昭
和
五
十

九
年
八
月
分
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

全
く
電
気
を
使
用
し
な
い
場
合
の
電

気
料
金
は
免
除
し
ま
す
。

▼
工
事
費
負
担
金
の
免
除
。

　
被
災
前
と
同
じ
場
所
、
同
じ
契
約

内
容
で
昭
和
五
十
九
年
八
月
末
日
ま

で
電
気
の
使
用
を
申
し
込
ま
れ
た
場

合
は
、
工
事
負
担
金
は
免
除
し
ま
す
。

▼
臨
時
工
事
費
の
免
除
。

　
被
災
前
と
同
じ
場
所
に
昭
和
五
十

九
年
八
月
末
日
ま
で
に
臨
時
電
明
・

電
力
の
使
用
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合

は
、
臨
時
工
事
費
は
免
除
し
ま
す
。

▼
被
災
さ
れ
た
電
気
施
設
の
一
部
が

東北電力

使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
使

用
不
能
設
備
相
当
分
の
基
本
料
金
は
、

昭
和
五
十
九
年
八
月
末
日
ま
で
は
免

除
し
ま
す
。

▼
被
災
の
た
め
に
契
約
を
一
年
未
満

で
廃
止
し
た
り
、
減
少
し
た
場
合
の

電
気
料
金
等
の
清
算
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
東
北
電
力
の
十
日
町

営
業
所
か
松
之
山
出
張
所
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

隔
圏
東
北
男

▽
3
月
1
5
日
、
曽
根

　
午
前
9
時
～
午
後
1
時

醍食翁舌
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食品を

て食べることが大切

の中で栄養素が合成されたり

作用を円滑にする働きをしま

は1グラムの何千分のいくつ

が、大切な栄養素です。現在、

20種類が発見されています。

溶性ビタミン（あぶらに溶け

性ビタミン（水に溶けやすい）

きます。脂溶性ビタミンには、

（溶性ビタミンには、B1、B2、

・ン（ニコチン酸）、葉酸などが

5れたばかりのころ、その命

峯れた順序でアルファベット

E……）がつけられていま

フミンBの中には、各種の成

】ることが分かり、Bに番号

B6、……と区別しました。で

二いうのはなく、ビタミンB

lだけです。

ナイアシン（ニコチン酸）

鉾鰺
郵蜘
わせτ食べましょン

いくつかの食品

組み合わせて食
　ビタミンは、体の中で多

分解されたりする作用をF

す。1日の必要量は1グi

と、ごく微量ですが、大圭

A、C、Dなど約20種類ノ

　ビタミンは、脂溶性ビづ

やすい）と、水溶性ビタ1

に分けることができます。

A、D、E、K、水溶性ビ

B6、B12、ナイアシン（二

あります。

　ビタミンが発見された1，

名はおおよそ発見された川

（A、B、C、D、E…・

した。しかし、ビタミン1

分が混ざり合っているこ1

をつけてB1、B2、B6、一

すからビタミンBというσ

群という総称があるだけて

　　ロ

麟
　　　　　　　ハ　　　　ヘ
　　　　　　　，ρ　，¢．
　　　　　　　　　ダ　　　　　　藝驚

鋤鰯霧
　いくつかの食品ε組融　いくっかの食6bε組取合わせτ食べま憶う！

　また、ビタミンK、ビタミンPなどの・K、P

は順番でつけられたアルファベットでなく、そ

れぞれ凝固（Koagulation）、浸透性（Permeabili

ty）といった特有の作用を表す単語の頭文字を

取ったものです。このほか、葉に多く含まれて

いるため葉酸と名付けられたビタミンもあります。

　ビタミンは、Aはレバー、Dはイワシといっ

た具合に、特定の食品に偏っているので、A、

C、D……などまんべんなく体に取り入れるに

は、いくつかの食品を組み合わせて食べる必要

があります。また、脂溶性のビタミンを含む食

品は油でいためない、水溶性のものは長い間水

に浸さないなど、それぞれの性質に応じた調理

上の注意も必要です。

　なお、厚生省が行った昭和57年国民栄養調査

の結果では、以前言われていた日本人のビタミ

ン不足は完全に解消されています。
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第35回

松之山スキー競技大会

487人の選手が
　　　　　　　参加

　
第
三
十
五
回
松
之
山
ス
キ
ー
競
技

大
会
が
二
月
五
日
、
松
之
山
ス
キ
ー

協
会
、
教
育
委
員
会
、
体
育
協
会
、

郡
東
部
教
員
協
議
会
、
郡
小
・
中
体

連
主
催
で
行
な
わ
れ
た
。

　
二
月
四
日
午
後
四
時
よ
り
ス
キ
ー

場
レ
ス
ト
パ
ウ
ス
で
開
会
式
が
あ
り
、

中
島
毅
選
手
（
松
之
山
中
）
が
力
強

く
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

　
翌
五
日
心
配
さ
れ
た
雪
も
か
ら
り

と
晴
れ
上
り
、
今
冬
に
は
め
ず
ら
し

い
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
り
と
な
っ
た
。

浦
肝
原
村
を
除
く
東
頸
五
町
村
、
関

東
方
面
か
ら
の
遠
来
組
、
そ
し
て
久

々
に
隣
り
の
津
南
町
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、
総
勢
四
八
七
名
（
小
学
生
三

〇
一
名
、
中
学
生
八
二
名
、
高
校
生

十
四
名
、
一
般
九
〇
名
）
の
選
手
に

よ
り
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
は
松
之
山
温

泉
ス
キ
ー
場
で
、
ノ
ル
デ
ッ
ク
競
技

は
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
そ
れ

ぞ
れ
応
援
団
の
盛
ん
な
声
援
に
白
熱

し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
た
。

　
新
春
囲
碁
大
会

　
松
之
山
町
囲
碁
会
（
会
長
・
村
山

伸
）
で
は
年
に
数
回
、
囲
碁
大
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
去
る
一
月
二
十

九
日
、
役
場
に
お
い
て
新
春
囲
碁
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
大
雪
と
な
り
、
さ
す
が
い
つ

大
雪
の
中
で
熱
戦

も
よ
り
出
席
者
は
少
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
午
後
二
時
過
ぎ
ま
で
熱
戦

が
続
き
、
一
部
（
一
級
以
上
）
で
田

辺
啓
治
さ
ん
（
四
段
）
、
二
部
（
二

級
以
下
）
で
渡
辺
進
さ
ん
（
三
級
）

が
優
勝
し
た
。

ス
キ
ー

受会期一
付場日ア

猷
ッ
仔
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

三
月
十
日
～
十
一
日

松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場

三
月
十
日
・
午
前
十
一
時
～

正
午
ま
で
に
ス
キ
ー
学
校
へ
。

連
絡
お
よ
び
お
問
合
せ
は
、
松
之
山

町
農
協
（
本
所
）
小
野
塚
英
男
へ
電

話
六
－
二
一
二
七
番
。

安高松）　1分08秒10

（安高松）1分10秒47

（松代高）1分10秒74

津南S　C）1分12秒31

津南S　C）1分13秒25

津南S　C）1分13秒39

（埼玉）　1分15秒51

（M　S　I）1分18秒◎8
雄（東京）1分2b秒62

彦
進
彦
組
智
郎
昭
組
文
雄
悦
組
政

申
武
1
昌
哲
広
2
好
孝
塚
3

沢
辺
堺
年
沢
本
山
年
山
木
野
年
橋
沢
橋

賑　
渡
小
成
金
山
村
成
村
鈴
小
成
高
高
高

　
②
③
》
①
②
③
》
①
②
③
レ
①
②
③

　政治（津南SC）42秒03
　　勝（松之山温泉）48秒15

滝太郎（松里）　　48秒65

レ小女組（中学生）

①福原　光江（松之山中）18分12秒

②樋口　美保（松之山中）19分15秒

③小堺モト子（浦田中）19分37秒

〉幼年女子A組（小学生）

①柳　久美子（松代小）14分10秒
②日下部さやか（安塚小）14分41秒

③小管　江美（安塚小）15分04秒

1〉幼年女子B組（小学生）

①宮沢　幸子（松代小）15分14秒

②宮沢千香子（松代小）15分36秒
③柳　　明美（松代小）15分39秒
》少年組（中学生）

①相沢　美和（松之山中）26分46秒

②小野塚　修（松之山中）27分04秒

③牧田　美明（松代中）28分04秒

》幼年男子A組（小学生）

①吉野　隆一（安塚小）15分02秒

②柳　　高浩（松代小）15分29秒

③寺崎　貴光（清水小）16分45秒
1〉幼年B組（小学生）

①斉藤　真也（松1　小）15分48秒

②佐藤　政秀（峠　小〉15分59秒

③西片　栄一（松代小）16分17秒
1〉高校・成年組

①馬場　禎光（M　S　I）29分14秒

②相沢　幸一（安高松）31分10秒

③村山　　康（安高松）32分17秒

年女子A組（小学生）

1木ゆかり（津南スク）34秒78

’山由美子（松之山小）35秒45

口　愉美（松之山小）36秒52

年女子B組（小学生）

岸由紀恵（松之山小）44秒37

原　明美（松里　小）44秒64

月　美華（松代　小）47秒43
年男子A組（小学生）

橋　雄一（松里　小）33秒88

保田新次（松里　小）34秒71

谷　敏郎（松代　小〉35秒27
年男子B組（小学生）

野塚和生（松里　小）34秒15

原　　伸（松里　小）36秒69
堺　一男（蒲生　小）36秒70
女組（中学生）

沢　博美（津南スク）35秒18

戸　祐子（津南スク）35秒49

木　洋美（津南スク）35秒75

年女子組

沢真理子（松之山SC）38秒88

保田弘美（東京）　　41秒50
藤　則子（松之山S　C）42秒66

年組（中学生）

藤一徳（松之山中）1分15秒88

原　茂（松之山中）1分16秒96

　尚人（松代　中）1分17秒83

安高松）1分11秒65
安高松）1分13秒07
松代高）1分13秒27

松之山SC〉1分14秒91

津南S　C）1分15秒94

津南S　C）1分17秒77

雄（MSI）1分18秒90
とし（東京）1分22秒33

雄（東京）1分24秒58

治（津南S　C）31秒32

夫（津南S　C）34秒24

雄（埼玉）　35秒12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃
進
成
組
雄
郎
昭
組
孝
さ
悦
組
政
忠
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尚
組
隆
　
｝
1
悦
哲
広
2
　
田
塚
3

認
麟
認
舗
鋳
激
闘
雛
鰍
舞
舗
鵠
雛
砂
雛
鑑
脚
欝
噛
雛
脚
露
雛
罐
締

28分48秒

29分36秒

29分44秒

54分22秒

58分46秒

59分01秒

48分17秒

51分39秒

64分53秒

83分07秒

55分46秒

59分38秒

60分26秒

1》幼女（小学生）

①松代小Aチーム

②安塚小Aチーム

③松代小Bチーム

〉幼年（小学生）

①松代小Aチーム

②峠　小　チーム

③安塚小Aチーム
〉少女（中学生）

①松之山中チーム

②浦田中チーム

レ高校・成年組

①松代スキー愛好会

②松之山町役場
》少年（中学）

①松之山中Aチーム
②松代中　　チーム

③安塚中　Aチーム

1》幼年A組（小学生）

①高橋　雄一（松里　小）46秒14

②久保田新次（松里　小）47秒56

③富沢　　宗（松代　小）48秒31

，》幼年B組（小学生）

①小野塚和生（松里　小）47秒83

②相沢　直樹（松代　小〉49秒05

③村山　政仁（松代　小）50秒71
1》少年組（中学生）

①佐藤一徳（松之山中）1分14秒76

②中島　毅（松之山中）1分18秒59

③久保田正志（松之山中）1分19秒06

》少女組（中学生）

①石沢　博美（津南S　C）48秒67

②半戸　祐子（津南S　C）49秒07

③藤木　洋美（津南S　C）49秒97

》高校組

守
明
る
い
家
庭
づ
く
り
』

　
　
　
　
応
募
総
数
6
0
点

　
昭
和
五
十
六
年
に
発
足
し
た
松
之

山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
会
長

村
山
政
光
）
で
は
、
今
年
度
町
内
の

小
・
中
学
生
な
ら
び
に
高
校
生
を
対

象
に
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
関
す

る
作
文
」
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

先
ほ
ど
こ
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
優

秀
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
会
議
で
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
て
各
種
の
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の
十

作
文
・
入
選
作
が
決
ま
る

一
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
町
内
一

掃
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
つ
づ
い
て
今

回
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推

進
を
は
か
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

行
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
各
学
校
よ
り
応
募
さ
れ
た
作
品
は

総
数
六
十
点
。
各
部
門
と
も
い
ず
れ

も
す
ば
ら
し
い
作
品
で
各
家
庭
に
お

け
る
「
家
庭
の
日
」
の
過
し
方
や
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
あ
る

い
は
、
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め

の
工
夫
な
ど
家
庭
内
の
ほ
の
ぽ
の
と

し
た
内
容
の
作
品
が
多
数
あ
り
、
審

査
員
の
先
生
方
も
作
品
の
選
出
に
た

い
へ
ん
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
三
日
、
休
養
村
セ
ン
タ

ー
で
授
与
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
村
山

会
長
よ
り
受
賞
者
一
人
一
人
に
賞
状

な
ら
び
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
た
。

　
な
お
、
今
回
よ
り
毎
回
町
民
会
議

会
長
賞
受
賞
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
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さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
の
中
は
、
あ
げ

い
ね
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
わ
た

し
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
き
ょ
う
は
、
か
ぞ
く
み
ん
な
で
い

ね
こ
き
を
す
る
日
で
す
。

　
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
は
、
て

ね
ぐ
い
を
か
ぶ
っ
て
、
マ
ス
ク
を
し

て
、
て
つ
だ
い
を
は
じ
め
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
い
な
ご
み
で
ク
ビ
が
ち

く
ち
く
し
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
お
か
あ
さ
ん
が
一
そ
く
づ
つ
し
ば

っ
た
あ
げ
い
ね
の
つ
な
ぎ
を
ほ
ど
い

た
の
を
わ
た
し
は
、
じ
ざ
つ
き
の
上

に
二
、
三
ば
づ
つ
あ
げ
ま
す
。

　
す
る
と
、
お
と
う
さ
ん
は
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
で
い
ね
こ
き
で
す
。

も
み
と
わ
ら
が
べ
つ
べ
つ
に
な
っ
て

で
て
く
る
の
が
ふ
し
ぎ
で
す
。

　
も
み
は
、
き
か
い
の
中
に
は
い
っ

て
い
っ
て
、
い
た
く
な
い
の
か
な
と

お
も
い
ま
し
た
。

　
モ
ー
タ
ー
の
お
と
が
、
キ
ー
キ
ー

と
い
う
と
、
お
と
う
さ
ん
が
、

　
「
い
っ
ぱ
い
い
れ
す
ぎ
た
凶

と
い
っ
て
ニ
コ
ッ
と
わ
ら
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
、
わ
ら
い
ま
し
た
。

　
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
て
つ
だ

っ
た
か
ら
、
あ
せ
が
で
て
き
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
か
お
を
見
る
と
あ
せ
が

で
て
い
ま
し
た
。
は
な
の
中
も
ま
っ

く
ろ
で
し
た
。
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て

い
づ
し
ょ
う
け
ん
め
い
し
ま
し
た
。

　
い
ね
が
ジ
ザ
ツ
の
中
に
は
い
る
と
、

ザ
；
ザ
ー
と
い
う
お
と
が
し
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
い
ね
こ
き
の
て
つ
だ

い
を
し
て
み
て
、
わ
た
し
が
ご
は
ん

を
た
べ
る
ま
で
に
は
、
た
い
へ
ん
な

ん
だ
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

　
お
と
う
さ
ん
も
、
お
か
あ
さ
ん
も

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
お
ば
あ
さ
ん
も
、

　
ね
え
ち
ゃ
ん
も
、
わ
た
し
も
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
し
ご
と
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
た
か

ら
、
は
や
く
お
わ
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
お
と
う
さ
ん
や
お
か

あ
さ
ん
の
し
ご
と
は
た
い
へ
ん
な
ん

だ
な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。

受
賞
者
一
覧
表

小
学
生
低
学
年
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
い
ね
こ
き
の
て
つ
だ
い
」

　
浦
田
小
学
校
一
年
　
本
山
　
順
子

▽
教
育
長
賞

「
だ
い
こ
ん
は
こ
び
」

　
三
省
小
学
校
二
年
　
相
沢
　
昌
之

▽
奨
励
賞

「
お
か
あ
さ
ん
の
し
ご
と
」

　
浦
田
小
学
校
二
年
　
石
塚
　
芳
美

「
ご
み
ひ
ろ
い
」

　
東
川
小
学
校
二
年
　
大
見
　
好
行

小
学
生
中
学
年
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
た
い
へ
ん
そ
う
な
お
と
う
さ
ん
」

　
松
里
小
学
校
三
年
　
佐
藤
　
美
穂

▽
教
育
長
賞

「
が
ん
ば
り
や
の
お
と
う
さ
ん
と

　
　
お
か
あ
さ
ん
」

　
三
省
小
学
校
四
年
　
福
原
　
　
諭

▽
奨
励
賞

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
仕
事
」

　
三
省
小
学
校
三
年
　
中
島
　
和
晃

「
さ
い
た
ま
に
行
く
お
と
う
さ
ん
」

　
松
里
小
学
校
四
年
　
佐
藤
　
貴
恵

小
学
生
高
学
年
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
明
る
い
家
庭
」

　
松
之
山
小
学
校
六
年
高
沢
美
砂
子

▽
教
育
長
賞

「
両
親
の
働
き
ぶ
り
」

　
松
里
小
学
校
六
年
　
村
山
　
孝
宏

▽
奨
励
賞

「
祖
父
母
の
深
い
シ
ワ
に
思
う
も
の
」

　
松
之
山
小
学
校
六
年
　
樋
口
　
崇

「
毎
日
が
ん
ば
る
母
」

　
三
省
小
学
校
五
年
　
福
原
　
　
賢

中
学
生
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
親
子
で
楽
し
ん
だ
町
民
体
育
大
会
」

　
浦
田
中
学
校
一
年
　
江
口
　
洋
子

▽
教
育
長
賞

「
明
る
い
家
庭
生
活
に
つ
い
て
」

　
松
之
山
中
学
校
三
年
　
丸
山
和
子

▽
奨
励
賞

「
家
庭
の
日
の
よ
う
す
に
つ
い
て
」

　
松
之
山
中
学
校
三
年
　
山
岸
明
美

「
親
の
仕
事
」

　
浦
田
中
学
校
二
年
　
本
山
　
五
月

高
校
生
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
三
世
代
家
族
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
石
塚
佳
子

▽
教
育
長
賞

「
父
の
出
か
せ
ぎ
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
美
恵
子

▽
奨
励
賞

「
仕
事
と
両
親
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
涼
子

「
明
る
い
家
庭
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
保
坂
弓
美
枝
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第35回

松之山スキー競技大会

487人の選手が
　　　　　　　参加

　
第
三
十
五
回
松
之
山
ス
キ
ー
競
技

大
会
が
二
月
五
日
、
松
之
山
ス
キ
ー

協
会
、
教
育
委
員
会
、
体
育
協
会
、

郡
東
部
教
員
協
議
会
、
郡
小
・
中
体

連
主
催
で
行
な
わ
れ
た
。

　
二
月
四
日
午
後
四
時
よ
り
ス
キ
ー

場
レ
ス
ト
パ
ウ
ス
で
開
会
式
が
あ
り
、

中
島
毅
選
手
（
松
之
山
中
）
が
力
強

く
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

　
翌
五
日
心
配
さ
れ
た
雪
も
か
ら
り

と
晴
れ
上
り
、
今
冬
に
は
め
ず
ら
し

い
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
り
と
な
っ
た
。

浦
肝
原
村
を
除
く
東
頸
五
町
村
、
関

東
方
面
か
ら
の
遠
来
組
、
そ
し
て
久

々
に
隣
り
の
津
南
町
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、
総
勢
四
八
七
名
（
小
学
生
三

〇
一
名
、
中
学
生
八
二
名
、
高
校
生

十
四
名
、
一
般
九
〇
名
）
の
選
手
に

よ
り
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
は
松
之
山
温

泉
ス
キ
ー
場
で
、
ノ
ル
デ
ッ
ク
競
技

は
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
そ
れ

ぞ
れ
応
援
団
の
盛
ん
な
声
援
に
白
熱

し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
た
。

　
新
春
囲
碁
大
会

　
松
之
山
町
囲
碁
会
（
会
長
・
村
山

伸
）
で
は
年
に
数
回
、
囲
碁
大
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
去
る
一
月
二
十

九
日
、
役
場
に
お
い
て
新
春
囲
碁
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
大
雪
と
な
り
、
さ
す
が
い
つ

大
雪
の
中
で
熱
戦

も
よ
り
出
席
者
は
少
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
午
後
二
時
過
ぎ
ま
で
熱
戦

が
続
き
、
一
部
（
一
級
以
上
）
で
田

辺
啓
治
さ
ん
（
四
段
）
、
二
部
（
二

級
以
下
）
で
渡
辺
進
さ
ん
（
三
級
）

が
優
勝
し
た
。

ス
キ
ー

受会期一
付場日ア

猷
ッ
仔
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

三
月
十
日
～
十
一
日

松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場

三
月
十
日
・
午
前
十
一
時
～

正
午
ま
で
に
ス
キ
ー
学
校
へ
。

連
絡
お
よ
び
お
問
合
せ
は
、
松
之
山

町
農
協
（
本
所
）
小
野
塚
英
男
へ
電

話
六
－
二
一
二
七
番
。

安高松）　1分08秒10

（安高松）1分10秒47

（松代高）1分10秒74

津南S　C）1分12秒31

津南S　C）1分13秒25

津南S　C）1分13秒39

（埼玉）　1分15秒51

（M　S　I）1分18秒◎8
雄（東京）1分2b秒62

彦
進
彦
組
智
郎
昭
組
文
雄
悦
組
政

申
武
1
昌
哲
広
2
好
孝
塚
3

沢
辺
堺
年
沢
本
山
年
山
木
野
年
橋
沢
橋

賑　
渡
小
成
金
山
村
成
村
鈴
小
成
高
高
高

　
②
③
》
①
②
③
》
①
②
③
レ
①
②
③

　政治（津南SC）42秒03
　　勝（松之山温泉）48秒15

滝太郎（松里）　　48秒65

レ小女組（中学生）

①福原　光江（松之山中）18分12秒

②樋口　美保（松之山中）19分15秒

③小堺モト子（浦田中）19分37秒

〉幼年女子A組（小学生）

①柳　久美子（松代小）14分10秒
②日下部さやか（安塚小）14分41秒

③小管　江美（安塚小）15分04秒

1〉幼年女子B組（小学生）

①宮沢　幸子（松代小）15分14秒

②宮沢千香子（松代小）15分36秒
③柳　　明美（松代小）15分39秒
》少年組（中学生）

①相沢　美和（松之山中）26分46秒

②小野塚　修（松之山中）27分04秒

③牧田　美明（松代中）28分04秒

》幼年男子A組（小学生）

①吉野　隆一（安塚小）15分02秒

②柳　　高浩（松代小）15分29秒

③寺崎　貴光（清水小）16分45秒
1〉幼年B組（小学生）

①斉藤　真也（松1　小）15分48秒

②佐藤　政秀（峠　小〉15分59秒

③西片　栄一（松代小）16分17秒
1〉高校・成年組

①馬場　禎光（M　S　I）29分14秒

②相沢　幸一（安高松）31分10秒

③村山　　康（安高松）32分17秒

年女子A組（小学生）

1木ゆかり（津南スク）34秒78

’山由美子（松之山小）35秒45

口　愉美（松之山小）36秒52

年女子B組（小学生）

岸由紀恵（松之山小）44秒37

原　明美（松里　小）44秒64

月　美華（松代　小）47秒43
年男子A組（小学生）

橋　雄一（松里　小）33秒88

保田新次（松里　小）34秒71

谷　敏郎（松代　小〉35秒27
年男子B組（小学生）

野塚和生（松里　小）34秒15

原　　伸（松里　小）36秒69
堺　一男（蒲生　小）36秒70
女組（中学生）

沢　博美（津南スク）35秒18

戸　祐子（津南スク）35秒49

木　洋美（津南スク）35秒75

年女子組

沢真理子（松之山SC）38秒88

保田弘美（東京）　　41秒50
藤　則子（松之山S　C）42秒66

年組（中学生）

藤一徳（松之山中）1分15秒88

原　茂（松之山中）1分16秒96

　尚人（松代　中）1分17秒83

安高松）1分11秒65
安高松）1分13秒07
松代高）1分13秒27

松之山SC〉1分14秒91

津南S　C）1分15秒94

津南S　C）1分17秒77

雄（MSI）1分18秒90
とし（東京）1分22秒33

雄（東京）1分24秒58

治（津南S　C）31秒32

夫（津南S　C）34秒24

雄（埼玉）　35秒12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃
進
成
組
雄
郎
昭
組
孝
さ
悦
組
政
忠
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尚
組
隆
　
｝
1
悦
哲
広
2
　
田
塚
3

認
麟
認
舗
鋳
激
闘
雛
鰍
舞
舗
鵠
雛
砂
雛
鑑
脚
欝
噛
雛
脚
露
雛
罐
締

28分48秒

29分36秒

29分44秒

54分22秒

58分46秒

59分01秒

48分17秒

51分39秒

64分53秒

83分07秒

55分46秒

59分38秒

60分26秒

1》幼女（小学生）

①松代小Aチーム

②安塚小Aチーム

③松代小Bチーム

〉幼年（小学生）

①松代小Aチーム

②峠　小　チーム

③安塚小Aチーム
〉少女（中学生）

①松之山中チーム

②浦田中チーム

レ高校・成年組

①松代スキー愛好会

②松之山町役場
》少年（中学）

①松之山中Aチーム
②松代中　　チーム

③安塚中　Aチーム

1》幼年A組（小学生）

①高橋　雄一（松里　小）46秒14

②久保田新次（松里　小）47秒56

③富沢　　宗（松代　小）48秒31

，》幼年B組（小学生）

①小野塚和生（松里　小）47秒83

②相沢　直樹（松代　小〉49秒05

③村山　政仁（松代　小）50秒71
1》少年組（中学生）

①佐藤一徳（松之山中）1分14秒76

②中島　毅（松之山中）1分18秒59

③久保田正志（松之山中）1分19秒06

》少女組（中学生）

①石沢　博美（津南S　C）48秒67

②半戸　祐子（津南S　C）49秒07

③藤木　洋美（津南S　C）49秒97

》高校組

守
明
る
い
家
庭
づ
く
り
』

　
　
　
　
応
募
総
数
6
0
点

　
昭
和
五
十
六
年
に
発
足
し
た
松
之

山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
会
長

村
山
政
光
）
で
は
、
今
年
度
町
内
の

小
・
中
学
生
な
ら
び
に
高
校
生
を
対

象
に
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
関
す

る
作
文
」
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

先
ほ
ど
こ
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
優

秀
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
会
議
で
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
て
各
種
の
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の
十

作
文
・
入
選
作
が
決
ま
る

一
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
町
内
一

掃
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
つ
づ
い
て
今

回
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推

進
を
は
か
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

行
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
各
学
校
よ
り
応
募
さ
れ
た
作
品
は

総
数
六
十
点
。
各
部
門
と
も
い
ず
れ

も
す
ば
ら
し
い
作
品
で
各
家
庭
に
お

け
る
「
家
庭
の
日
」
の
過
し
方
や
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
あ
る

い
は
、
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め

の
工
夫
な
ど
家
庭
内
の
ほ
の
ぽ
の
と

し
た
内
容
の
作
品
が
多
数
あ
り
、
審

査
員
の
先
生
方
も
作
品
の
選
出
に
た

い
へ
ん
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
三
日
、
休
養
村
セ
ン
タ

ー
で
授
与
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
村
山

会
長
よ
り
受
賞
者
一
人
一
人
に
賞
状

な
ら
び
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
た
。

　
な
お
、
今
回
よ
り
毎
回
町
民
会
議

会
長
賞
受
賞
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
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さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
の
中
は
、
あ
げ

い
ね
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
わ
た

し
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
き
ょ
う
は
、
か
ぞ
く
み
ん
な
で
い

ね
こ
き
を
す
る
日
で
す
。

　
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
は
、
て

ね
ぐ
い
を
か
ぶ
っ
て
、
マ
ス
ク
を
し

て
、
て
つ
だ
い
を
は
じ
め
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
い
な
ご
み
で
ク
ビ
が
ち

く
ち
く
し
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
お
か
あ
さ
ん
が
一
そ
く
づ
つ
し
ば

っ
た
あ
げ
い
ね
の
つ
な
ぎ
を
ほ
ど
い

た
の
を
わ
た
し
は
、
じ
ざ
つ
き
の
上

に
二
、
三
ば
づ
つ
あ
げ
ま
す
。

　
す
る
と
、
お
と
う
さ
ん
は
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
で
い
ね
こ
き
で
す
。

も
み
と
わ
ら
が
べ
つ
べ
つ
に
な
っ
て

で
て
く
る
の
が
ふ
し
ぎ
で
す
。

　
も
み
は
、
き
か
い
の
中
に
は
い
っ

て
い
っ
て
、
い
た
く
な
い
の
か
な
と

お
も
い
ま
し
た
。

　
モ
ー
タ
ー
の
お
と
が
、
キ
ー
キ
ー

と
い
う
と
、
お
と
う
さ
ん
が
、

　
「
い
っ
ぱ
い
い
れ
す
ぎ
た
凶

と
い
っ
て
ニ
コ
ッ
と
わ
ら
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
、
わ
ら
い
ま
し
た
。

　
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
て
つ
だ

っ
た
か
ら
、
あ
せ
が
で
て
き
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
か
お
を
見
る
と
あ
せ
が

で
て
い
ま
し
た
。
は
な
の
中
も
ま
っ

く
ろ
で
し
た
。
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て

い
づ
し
ょ
う
け
ん
め
い
し
ま
し
た
。

　
い
ね
が
ジ
ザ
ツ
の
中
に
は
い
る
と
、

ザ
；
ザ
ー
と
い
う
お
と
が
し
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
い
ね
こ
き
の
て
つ
だ

い
を
し
て
み
て
、
わ
た
し
が
ご
は
ん

を
た
べ
る
ま
で
に
は
、
た
い
へ
ん
な

ん
だ
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

　
お
と
う
さ
ん
も
、
お
か
あ
さ
ん
も

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
お
ば
あ
さ
ん
も
、

　
ね
え
ち
ゃ
ん
も
、
わ
た
し
も
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
し
ご
と
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
た
か

ら
、
は
や
く
お
わ
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
お
と
う
さ
ん
や
お
か

あ
さ
ん
の
し
ご
と
は
た
い
へ
ん
な
ん

だ
な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。

受
賞
者
一
覧
表

小
学
生
低
学
年
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
い
ね
こ
き
の
て
つ
だ
い
」

　
浦
田
小
学
校
一
年
　
本
山
　
順
子

▽
教
育
長
賞

「
だ
い
こ
ん
は
こ
び
」

　
三
省
小
学
校
二
年
　
相
沢
　
昌
之

▽
奨
励
賞

「
お
か
あ
さ
ん
の
し
ご
と
」

　
浦
田
小
学
校
二
年
　
石
塚
　
芳
美

「
ご
み
ひ
ろ
い
」

　
東
川
小
学
校
二
年
　
大
見
　
好
行

小
学
生
中
学
年
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
た
い
へ
ん
そ
う
な
お
と
う
さ
ん
」

　
松
里
小
学
校
三
年
　
佐
藤
　
美
穂

▽
教
育
長
賞

「
が
ん
ば
り
や
の
お
と
う
さ
ん
と

　
　
お
か
あ
さ
ん
」

　
三
省
小
学
校
四
年
　
福
原
　
　
諭

▽
奨
励
賞

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
仕
事
」

　
三
省
小
学
校
三
年
　
中
島
　
和
晃

「
さ
い
た
ま
に
行
く
お
と
う
さ
ん
」

　
松
里
小
学
校
四
年
　
佐
藤
　
貴
恵

小
学
生
高
学
年
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
明
る
い
家
庭
」

　
松
之
山
小
学
校
六
年
高
沢
美
砂
子

▽
教
育
長
賞

「
両
親
の
働
き
ぶ
り
」

　
松
里
小
学
校
六
年
　
村
山
　
孝
宏

▽
奨
励
賞

「
祖
父
母
の
深
い
シ
ワ
に
思
う
も
の
」

　
松
之
山
小
学
校
六
年
　
樋
口
　
崇

「
毎
日
が
ん
ば
る
母
」

　
三
省
小
学
校
五
年
　
福
原
　
　
賢

中
学
生
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
親
子
で
楽
し
ん
だ
町
民
体
育
大
会
」

　
浦
田
中
学
校
一
年
　
江
口
　
洋
子

▽
教
育
長
賞

「
明
る
い
家
庭
生
活
に
つ
い
て
」

　
松
之
山
中
学
校
三
年
　
丸
山
和
子

▽
奨
励
賞

「
家
庭
の
日
の
よ
う
す
に
つ
い
て
」

　
松
之
山
中
学
校
三
年
　
山
岸
明
美

「
親
の
仕
事
」

　
浦
田
中
学
校
二
年
　
本
山
　
五
月

高
校
生
の
部

▽
町
民
会
議
会
長
賞

「
三
世
代
家
族
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
石
塚
佳
子

▽
教
育
長
賞

「
父
の
出
か
せ
ぎ
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
美
恵
子

▽
奨
励
賞

「
仕
事
と
両
親
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
涼
子

「
明
る
い
家
庭
」

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
保
坂
弓
美
枝
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環
境
庁
で
は
、
第
三
回
「
緑
の
国

勢
調
査
」
の
一
環
と
し
て
今
年
か
ら

実
施
す
る
動
植
物
分
布
調
査
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
自
然
環
境
の
現
状

を
適
確
に
把
握
し
、
自
然
環
境
の
保

全
の
た
め
の
施
策
に
役
立
て
る
た
め
、

お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
第
一
回
が
昭
和
四
十

八
年
度
に
、
第
二
回
が
昭
和
五
十
三

年
度
に
実
施
さ
れ
、
自
然
環
境
の
現

状
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
調
査
は
、
一
般
の
自
然
愛

好
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

を
求
め
、
動
植
物
の
分
布
状
況
を
把

握
し
よ
う
ど
す
る
も
の
で
、
環
境
庁

が
選
定
し
た
七
〇
種
類
の
動
植
物
に

つ
い
て
全
国
か
ら
情
報
を
集
め
動
植

物
の
分
布
図
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　
調
査
対
象
に
は
、
カ
フ
ト
ム
シ
、
タ

ン
ポ
ポ
、
ヒ
バ
ワ
な
ど
の
身
近
な
動

植
物
や
、
き
れ
い
な
水
に
し
か
住
め

な
い
サ
ワ
ガ
ニ
や
ヤ
マ
メ
、
都
会
に

好
ん
で
住
ん
で
い
る
ド
バ
ト
な
ど
、

私
達
の
生
活
環
境
の
状
況
を
知
る
目

安
と
な
る
動
植
物
が
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
　
調
査
参
加
を
申
し
込
ん
だ
方
に
は
、

調
査
参
加
証
、
調
査
票
、
地
図
、
調

査
の
手
引
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
地
図
、
手
引
書
に
従

っ
て
ど
こ
で
、
ど
の
生
き
も
の
を
見

つ
け
た
か
を
調
査
票
に
記
入
し
て
環

境
庁
に
送
付
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
環
境
庁
又
は

県
自
然
保
護
課
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

00
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
ー
二
－
二

　〒
環
境
庁
自
然
保
護
局
企
画
調
整
課

　
自
然
環
境
調
査
室

51

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二

　〒
新
潟
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

扇風機

郵
便
・

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
↓
県
内
は
翌
日
配
達

　
郵
政
省
は
、
二
月
一
日
か
ら
郵
便

を
よ
り
早
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、

新
し
い
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
編
成

し
た
。

　
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
鉄
道

主
体
か
ら
、
自
動
車
重
点
に
切
り
か

え
」
「
大
都
市
間
を
直
行
便
で
結
ぶ
」

「
都
市
の
郵
便
局
か
ら
近
隣
各
局
へ

放
射
線
状
の
自
動
車
網
を
め
ぐ
ら
す
」

な
ど
し
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ

た
。　
こ
れ
に
よ
り
、
県
内
あ
て
の
郵
便

は
、
手
紙
・
は
が
き
・
小
包
と
も
、

す
べ
て
翌
日
配
達
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
当
日
発
送
の
締
切
時
刻
は
、

郵
便
局
や
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
ち
が
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
便
局
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
郵
便
も
の
し
り
手
帳

▼
手
紙
や
は
が
き
の
表
面
に
も
、
通

　
信
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
手
紙
の
場
合
表
面
下
部
　
　
　
％

○
は
が
き
の
場
合
表
面
下
部
　
　
％

▼
は
が
き
の
裏
面
に
は
、
は
が
き
の

　
重
量
が
六
グ
ラ
ム
以
内
な
ら
、
薄

　
い
紙
な
ど
を
密
着
さ
れ
て
は
り
つ

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

洗
濯
物
を
乾
か
す

　
急
い
で
洗
濯
物
を
乾
か
し
た
い
と

き
、
扇
風
機
の
首
を
上
向
き
に
し
て

洗
濯
物
に
あ
て
ま
す
。

※
扇
風
機
の
ガ
ー
ド
に
洗
濯
物
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ツ
、
、
〉潅
寮
鼠
冒

漕
郵
“
呈

部
屋
の
換
気
に

　
蒸
し
暑
い
夏
の
夜
な
ど
、
扇
風
機

を
内
側
に
向
け
て
窓
ぎ
わ
に
お
く
と
、

外
の
冷
た
い
空
気
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
寝
苦
し
い
と
き
に

は
タ
イ
マ
ー
を
か
け
て
使
い
ま
し
ょ

う
。

騰蟻
／ミ）懸

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
代
り
に

　
暖
房
を
し
て
い
て
も
足
元
が
冷
え

る
と
き
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
扇
風
機
を
徴
風
に
し
て
上
向
き
に

す
れ
ば
、
天
井
付
近
の
あ
た
た
か
い

空
気
が
循
環
し
て
、
部
屋
全
体
が
あ

た
た
ま
り
ま
す
。蔽

趣

品ナ観光みや

レ」
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新製品コンクー

蕨勧挙か君

融泉脅

　
関
越
自
動
車
道
の
全
線
が
昭
和
六

十
年
に
開
通
す
る
と
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
新
し
い
観
光
客
の
流
入
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
の
受

け
入
れ
準
備
の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
自
然
と
風
土
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

新
し
い
観
光
み
や
げ
品
の
研
究
開
発

を
促
進
し
よ
う
と
、
十
日
町
市
観
光

協
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
「
観
光
み

や
げ
品
・
新
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
て
い
る
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▽
新
製
品
の
定
義

　
食
品
類
．
菓
子
類
．
手
工
芸
品
漕

　
布
製
品
・
竹
細
工
・
わ
ら
細
工
・

　
木
工
芸
品
な
ど
で
当
地
域
の
観
光

　
み
や
げ
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
新

　
製
品
。

▽
締
切
期
日
　
　
　
　
四
月
三
十
日
－

▽
受
付
場
所

，嘩

霧♂ 　　
　
　
　
　
ノ

」
し
　
　
　
　
　
　
’

ゴ
上
ー
て

桜
廟
線
袈
・

ぼ

熟
欝

奮
漂
拓

’

》
　
　
　
　
　
1

　
　
暁

，
ノ◎
の
∀
．
〆

卸
，
犀

ピ
4
（

　
　
　
ρ

4

．b　　b

　
タ
ー

▽
審
　
査

▽
賞
　
金

特
選
　
一
点

　
入
選
　
三
点

佳
作
　
若
干
占
、

※
入
賞
品
に
つ
い
て
は
、

　
み
や
げ
品
と
し
て
、

図
り
ま
す
。

※
出
品
に
際
し
て
は
、

だ
さ
い
。

￥㌧呼イ

　　　k　’一
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　　　〆o

っ
6
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1
日
　
議
会
建
設
委
員
会

2
日
　
議
会
産
経
委
員
会

3
日
　
議
会
総
民
委
員
会

5
日
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
東
京
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会

　
　
　
議

7
日
　
災
害
救
助
法
適
用
（
1
6
日
ま

　
　
　
で
）

14

日
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
報
編
集
委
員

　
　
　
会

19

日
　
名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
会
議

17

日
　
災
害
救
助
法
2
6
日
ま
で
延
長

24

日
　
民
生
委
員
協
議
会

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

27

日
　
標
準
小
作
料
協
議
会

　
　
　
災
害
救
助
法
3
月
7
日
ま
で

　
　
　
再
延
長

28

日
　
農
業
委
員
会
総
会

［
隣
鰯
知
翻
圏

□
人
口
の
動
き〔
灘
遮

□
三
月
一
日
の
人
ロ

　
人
口
　

四
、
六
八
五
人

　
　
（
嬬
　
二
髪
、
京
）

　
世
帯
数
　
　
　
　
一
、
三
二
四
戸
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成
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も
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で
す
。
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、
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バ
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の
身
近
な
動
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物
や
、
き
れ
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な
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に
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か
住
め

な
い
サ
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ニ
や
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マ
メ
、
都
会
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好
ん
で
住
ん
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る
ド
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ど
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私
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の
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活
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の
状
況
を
知
る
目

安
と
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る
動
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物
が
選
ば
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て
い
ま

す
。
　
調
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参
加
を
申
し
込
ん
だ
方
に
は
、
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参
加
証
、
調
査
票
、
地
図
、
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査
の
手
引
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
地
図
、
手
引
書
に
従
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て
ど
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で
、
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の
生
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も
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を
見

つ
け
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を
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票
に
記
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に
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ら
郵
便

を
よ
り
早
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、

新
し
い
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
編
成

し
た
。

　
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
鉄
道

主
体
か
ら
、
自
動
車
重
点
に
切
り
か

え
」
「
大
都
市
間
を
直
行
便
で
結
ぶ
」

「
都
市
の
郵
便
局
か
ら
近
隣
各
局
へ

放
射
線
状
の
自
動
車
網
を
め
ぐ
ら
す
」

な
ど
し
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ

た
。　
こ
れ
に
よ
り
、
県
内
あ
て
の
郵
便

は
、
手
紙
・
は
が
き
・
小
包
と
も
、

す
べ
て
翌
日
配
達
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
当
日
発
送
の
締
切
時
刻
は
、

郵
便
局
や
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
ち
が
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
便
局
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
郵
便
も
の
し
り
手
帳

▼
手
紙
や
は
が
き
の
表
面
に
も
、
通

　
信
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
手
紙
の
場
合
表
面
下
部
　
　
　
％

○
は
が
き
の
場
合
表
面
下
部
　
　
％

▼
は
が
き
の
裏
面
に
は
、
は
が
き
の

　
重
量
が
六
グ
ラ
ム
以
内
な
ら
、
薄

　
い
紙
な
ど
を
密
着
さ
れ
て
は
り
つ

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

洗
濯
物
を
乾
か
す

　
急
い
で
洗
濯
物
を
乾
か
し
た
い
と

き
、
扇
風
機
の
首
を
上
向
き
に
し
て

洗
濯
物
に
あ
て
ま
す
。

※
扇
風
機
の
ガ
ー
ド
に
洗
濯
物
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ツ
、
、
〉潅
寮
鼠
冒

漕
郵
“
呈

部
屋
の
換
気
に

　
蒸
し
暑
い
夏
の
夜
な
ど
、
扇
風
機

を
内
側
に
向
け
て
窓
ぎ
わ
に
お
く
と
、

外
の
冷
た
い
空
気
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
寝
苦
し
い
と
き
に

は
タ
イ
マ
ー
を
か
け
て
使
い
ま
し
ょ

う
。

騰蟻
／ミ）懸

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
代
り
に

　
暖
房
を
し
て
い
て
も
足
元
が
冷
え

る
と
き
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
扇
風
機
を
徴
風
に
し
て
上
向
き
に

す
れ
ば
、
天
井
付
近
の
あ
た
た
か
い

空
気
が
循
環
し
て
、
部
屋
全
体
が
あ

た
た
ま
り
ま
す
。蔽

趣

品ナ観光みや

レ」

〔11〕広報まつのやま

新製品コンクー

蕨勧挙か君

融泉脅

　
関
越
自
動
車
道
の
全
線
が
昭
和
六

十
年
に
開
通
す
る
と
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
新
し
い
観
光
客
の
流
入
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
の
受

け
入
れ
準
備
の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
自
然
と
風
土
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

新
し
い
観
光
み
や
げ
品
の
研
究
開
発

を
促
進
し
よ
う
と
、
十
日
町
市
観
光

協
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
「
観
光
み

や
げ
品
・
新
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
て
い
る
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▽
新
製
品
の
定
義

　
食
品
類
．
菓
子
類
．
手
工
芸
品
漕

　
布
製
品
・
竹
細
工
・
わ
ら
細
工
・

　
木
工
芸
品
な
ど
で
当
地
域
の
観
光

　
み
や
げ
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
新

　
製
品
。

▽
締
切
期
日
　
　
　
　
四
月
三
十
日
－

▽
受
付
場
所

，嘩

霧♂ 　　
　
　
　
　
ノ

」
し
　
　
　
　
　
　
’

ゴ
上
ー
て

桜
廟
線
袈
・

ぼ

熟
欝

奮
漂
拓

’

》
　
　
　
　
　
1

　
　
暁

，
ノ◎
の
∀
．
〆

卸
，
犀

ピ
4
（

　
　
　
ρ

4

．b　　b

　
タ
ー

▽
審
　
査

▽
賞
　
金

特
選
　
一
点

　
入
選
　
三
点

佳
作
　
若
干
占
、

※
入
賞
品
に
つ
い
て
は
、

　
み
や
げ
品
と
し
て
、

図
り
ま
す
。

※
出
品
に
際
し
て
は
、

だ
さ
い
。

￥㌧呼イ

　　　k　’一

ヲ　 〆

　　　〆o

っ
6
4

行
・
で
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1
日
　
議
会
建
設
委
員
会

2
日
　
議
会
産
経
委
員
会

3
日
　
議
会
総
民
委
員
会

5
日
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
東
京
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会

　
　
　
議

7
日
　
災
害
救
助
法
適
用
（
1
6
日
ま

　
　
　
で
）

14

日
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
報
編
集
委
員

　
　
　
会

19

日
　
名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
会
議

17

日
　
災
害
救
助
法
2
6
日
ま
で
延
長

24

日
　
民
生
委
員
協
議
会

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

27

日
　
標
準
小
作
料
協
議
会

　
　
　
災
害
救
助
法
3
月
7
日
ま
で

　
　
　
再
延
長

28

日
　
農
業
委
員
会
総
会

［
隣
鰯
知
翻
圏

□
人
口
の
動
き〔
灘
遮

□
三
月
一
日
の
人
ロ

　
人
口
　

四
、
六
八
五
人

　
　
（
嬬
　
二
髪
、
京
）

　
世
帯
数
　
　
　
　
一
、
三
二
四
戸
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震
、

豪礁

、
無
灘

　
難
、

目

　
豪
雪
で
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
り
、

売
り
掛
が
増
加
し
た
中
小
企
業
に
対

し
、
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
災
害
融

資
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
大
変
有
利
な
国
の
融
資
で
す
。
申

込
書
は
、
公
庫
窓
口
・
商
工
会
・
商

工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
下
さ
い
。

　
申
込
書
の
上
部
に
雪
害
と
書
き
、

裏
面
に
被
害
状
況
を
簡
単
に
お
書
き

下
さ
い
。

▽
取
扱
期
間

　
二
月
一
日
か
ら
四
月
末
日
ま
で
。

▽
融
資
額

　
一
、
二
〇
〇
万
円
ま
で
災
害
融
資
。

　
ほ
か
に
二
、
一
〇
〇
万
円
の
一
般
枠

　
が
あ
る
。

▽
利
率
　
　
　
　
　
　
八
・
一
％

▽
返
済
期
間
　
　
　
　
　
　
一
〇
年

▽
据
置
期
間
　
　
　
　
　
　
二
年
間

▽
対
象
企
業

　
資
本
金
、
従
業
員
の
制
限
は
な
い
。

※
詳
し
く
は
、
上
越
市
大
町
三
ー
二

　
－
一
、
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店

（
a
二
四
－
二
三
四
〇
）
に
お
問
い

　
合
せ
下
さ
い
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

々
の
大
き
な
悩
み
は
、
自
分
の
元
気

な
う
ち
は
と
も
か
く
自
分
の
死
後
、

残
さ
れ
た
障
害
者
を
だ
れ
が
め
ん
ど

う
を
み
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
保
護
者
の
不
安
、
親
族

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
、
あ
わ

せ
て
障
害
者
の
方
々
に
幸
せ
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
の
が
、
こ

の
制
度
の
目
的
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
し
く
み
は
、
加
入
さ

れ
た
保
護
者
の
方
々
か
ら
毎
月
一
定

の
掛
金
を
県
へ
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
県
は
加
入
者
に
万
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
月
か
ら
障

害
者
の
一
生
を
通
じ
て
年
金
を
支
給

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
県
は
国
の
定

め
た
方
法
に
よ
り
、
社
会
福
祉
事
業

振
興
会
と
特
別
な
契
約
を
結
び
そ
の

年
金
支
給
が
保
障
さ
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
心
身
障

害
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
で
、
将
来
独
立
自
活
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で

す
。一
、
精
神
薄
弱
者
。

二
、
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表

　
に
定
め
る
一
級
か
ら
三
級
ま
で
に

　
該
当
す
る
身
体
障
害
者
。

三
、
精
神
又
は
身
体
に
永
続
的
な
障

　
害
を
有
す
る
も
の
で
そ
の
程
度
が

　
一
、
二
と
同
程
度
の
も
の
。

　
加
入
資
格
は
心
身
障
害
者
の
保
護

者
で
あ
っ
て
加
入
時
に
お
い
て
次
の

要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

一
、
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二
、
生
命
保
険
契
約
の
被
保
険
者
と

　
な
れ
な
い
よ
う
な
特
別
の
疾
病
又

　
は
障
害
を
有
し
な
い
こ
と
。

　
保
険
料
の
掛
金
は
加
入
者
の
年
齢

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加
入

者
の
う
ち
生
活
が
困
難
の
た
め
掛
金

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

そ
の
程
度
に
よ
り
掛
金
を
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
入
の
申
込
み
、
そ
の
他
こ
の
制

度
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
お
た

ず
ね
は
町
役
場
福
祉
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

年賀はがき当せん番号

お引換えはお早目に！

引換期間

59年1月20日～7月19日

等級 お　年　玉 組 番　　　　号

1等 電子レンジ

A　組 869616
A・B組

共　通

182626
476024
528616

2等
折りたたみ式

自　転　　車

A　組 下”た18845
A・B組 29663

3等
手紙セット
俘蕩為糊

A・B組
共　通

下3けた

075
下3けた

269
4等
お　年　玉

切手シート

A・B組
共　通

下2けた

27
下2けた

67
2けた

92

入
札
暮

▽
産
第
二
十
九
号
・
水
路
災
害
復
旧

（
浦
田
・
豊
田
）
　
三
〇
メ
ー
ト
ル

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
二
八
O
万
円

▽
産
第
三
十
号
、

（
藤
倉
）

大
海
組

農
道
災
害
復
旧

一
四
メ
ー
ト
ル

　
一
七
〇
万
円

▽
産
第
三
十
一
号
、
水
路
災
害
復
旧

（
中
尾
）
　
　
　
一
〇
八
メ
ー
ト
ル

　
大
海
組
　
　
　
　
　
一
九
〇
万
円

▽
産
第
三
十
二
号
、

（
水
梨
）

村
山
建
材

鯵
慕”

▽
産
第
三
十
三
号
、

　
害
復
旧
（
坪
野
）

大
海
組

／

農
道
災
害
復
旧

一
四
メ
ー
ト
ル

　
　
五
〇
万
円

▽
産
第
三
十
四
号
、

（
松
之
山
）

村
山
建
材

▽
産
第
三
十
五
号
、

（
上
蝦
池
）

大
海
組

▽
産
第
三
十
六
号
、

（
浦
田
・
田
麦
立
）

飯
塚
建
設

農
道
・
水
路
災

二
〇
メ
ー
ト
ル

　
三
九
〇
万
円

水
路
災
害
復
旧

四
ニ
メ
ー
ト
ル

　
ニ
一
〇
万
円

水
路
災
害
復
旧

一
八
メ
ー
ト
ル

　
　
九
五
万
円

水
路
災
害
復
旧

一
一
メ
ー
ト
ル

　
　
六
〇
万
円

、9844
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